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　　なぜ今ＮＧＯ(国際民間協力団体)なのか(菅波茂先生)

　　ブータン難民医療緊急救援プロジェクト(Dr.Pokare1)
　　カンボジア難民帰還支援緊急対応医療プロジェクト(桑山紀彦先生)

国際緊急救援ＮＧＯ合同委員会

　　エチオピア／ティグレイ救援プロジェクト(３)(林秀雄先生)

東北タイ農村開発計画支援プロジェクト(3)(菅波茂先生)

岡山国際協力機構(菅波茂先生)

国際医療情報センター便り(小林米幸先生/香取美恵子氏)

ロンドン便り(高橋央先生)
チャリティ寄付(備前地区母と女性教職員の会)

会員紹介(田中治彦先生／奥田朗氏)
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　　　　　　　　　　　　　　ご案内

（理念）Better Medicine for Better Future in Asia

（沿革）1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています。
　（現状）アジアの参加国は13力国。会員数は日本200名。アジア各国総数400

　　　　名。アジア各地で種々のプロジェクト、フォーラム等を実施中。
　（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）0862-84-7676（IF･鮮O鮨齢8釦4SS
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　（国内）

在日外国人医療プロジェクト

　　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立。在日外国人をはじ
めとする関係者からの医療に関する電話相談、受け入れ医療機関の紹介、シ

ンポジウム、セミナーの開催などを行なっています。
　（海外）

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を
AMDA-Japanの指導下に実施中。

ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が国際合同緊急救援
活動を実施中。

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流人しているブータン難民にＡＭＤＡ-Ｎｅｐａ１の指導
下にAMDA-Japan､の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中。

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　　1991年l1月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火披災民キャ　ン

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣。

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　　1991年7月からネパール支部のビヌス村農村の地域医療推進活動へ医療用
ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設。

インド連邦カルナタカ州無医地区巡回診療プロジェクト

　　1988年9月よりインド支部のカルナタカ州でアユルベーダ医学を用いた農
村無料巡回診療を支援。
‘4●｡な喩-●-‘”♂　’・　　｡’y　”･　●・　　●･゜゛゛「ゝ一匹甲〃
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　　1993年5月に創設／展開予定。アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に
対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定。
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（ＡＭＤＡ日本支部）
■･■･･■■■■■■■･･･■■●･■･■■■■■■■■■■■■■■■---■■--■-------------･■
701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　（Tel）0862-84-7676（Fax）0862-84-7645
役員　　代表　　　　　　菅波茂（菅波内科医院）
　　　　副代表　　　　　小林米幸（小林国際クリニック）
　　　　　　　　　　　　　国井修（国保栗山診療所）
　　　　プロジェクト実行委員長　　　中西泉（町谷原病院）
　　　　　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）
　　　　　　伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）
　事務,局長

Ｊ……事務一局次長

　事務局次長補佐

　事務局

山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

津曲兼司（菅波内科医院）

岩永資隆（菅波内科医院）

岡崎清子（非常勤）
（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　（Tel）03-3706-4243,7574（Fax）03-3706-4420
役員　　所長

　　　　　副所長

　　　　　事務局

･‘,i゛･"゛‘･“･゜゜‥‥‥‥‥‥‥　″'･･' ゛㎜雖

小林米幸（小林国際クリニック）
中西泉（町谷原病院）
香取美恵子／田中理恵子（常勤）後藤朋子（非常勤）

　　　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、
　　シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

　　パキスタン（近日中参加予定）
　　‐圖圖

　　　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。入会金はありません。
　　　　　　正会員１００００円（医師に限る）
　　　　　　準会員５０００円（医師以外の社会人の方）
　　　　　　学生会員３０００円（学生に限ります）
４　ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。
　　振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5-40709」
　　なお、会費と共にＡＭＤＡﾌﾟロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振

替用紙の通信欄に「０００ﾌﾟロジェクトのために」などとご記入ください．
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　　　　　　　　　　　　　　　　..………．．

鸚顧顧朧朧廳灘朧朧

　１）ＡＭＤＡ在日外国人医療プロジェク（ＡＭＤＡ国際医療情報センター）

　２）ＡＭＤＡネパールヘルスクリニック開設

　３）ＡＭＤＡミャンマー難民支援医療プロジェクト

　４）ダイジェスト版（上記の３プロジェクト）

ご希望のビデオNoと現金を現金書留で下記にお送りください．

242神奈川県大和市西鶴間3ふ6-110小林国際クリニック　小林米幸
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アジア医師連絡協議会
　　代表　菅波茂

　ＮＧＯ（国際民間協力団体）の真の意義は広義では国家間の正式な外交関係

が無い時にも国際協力が実行できることです。狭義では国民がＮＧＯ（国際民
間協力団体）を通して国際協力に直接参加できることです。

　今回考えてみたいのはＮＧＯ（国際民間協力団体）を通しての国際協力への

参加がどの程度現実化しているかということです。意識のある若い世代が必
死でＮＧＯ（国際民間協力団体）活動を支えて、多くの国民は遠くから被害を

被らないように見ているのが現状だと思います。なぜこうなったのか冷静に
分析する必要があります。

　日本でのＮＧＯ（国際民間協力団体）の歴史を１９７９年のカンボジア難民

救援活動を境に分けることができます。１９７９年以前のＮＧＯ（国際民間協

力団体）活動は主としてキリスト教関係者によって熱心に行なわれていまし

た。１９７９年以後はキリスト教関係団体に加えて若いパワーを中心とした

団体がＮＧＯ（国際民間協力団体）に参加するようになりました。

　一般市民が直接参加するためには１９７９年以前は宗数的要因が１９７９

年以後は財政的要因が障害になっています。特に後者では、日本社会は個人

ボランティアによる社会活動に対して積極的に寄付をする習慣がないため、

若いパワーを中心とした団体は普通の生活を犠牲にした活動をせざるを得な

い状況です。したがって日本のＮＧＯ（国際民間協力団体）は特別な精神構造
の人達がする社会活動という風潮ができました。

　更に、この風潮を加遠させたのが地方自治体の国際交流活動です。地方の

国際交流活動を地方自治体が主導的に形成していった歴史です。地方から海

外に対する動きを「国際協力」でなく「国際交流」へと収束させたことです。

「国際交流」を地方の主役にしました。そもそも地方自治体の活動は「自治

法」に規定されます。その「自治法」には「国際協力」の概念はありません。

国際協力とはあくまで国家間でなされるものなのです。もう一点決定的なこ

とは地方自治体の国際交流活動は第三セクター方式で運営されていますが、

地方自治体自体が国の法律で運営されており、国家間の正式な交流のないと

ころでは活動できないという事実です。したがって、いかに地方自治体の国

際交流活動が盛んであっても国際協力活動には発展しにくいし、ましてや本

来の意昧でのＮＧＯ（国際民間協力団体）育成は不可能であるということです。

　では、いかにして一般市民のＮＧＯ（国際民間協力団体）を通しての国際協
力への直接参加を可能にするのか。

　私達は７月から８月にかけて実施したタイ国からのチャムロン氏を団長と
する農業研修団の受け入れ及び支援体制にその答えを見つけることができま
す。以下その実例を述べます。
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　アジア医師連絡協議会がこの農業研修団の直接受け入れ団体、高松農業協
同組合が研修の受け入れ団体そして岡山県国際交流協会（第三セクター）と
岡山青年会議所がバックアップする構図でした。これらの団体を基本にした
動きに多くの善意の市民が集ってできる範囲で支援してくれました。この動
きの決定的なことは高松農業協同組合が研修受け入れをしてくれたことです。
高松農業協同組合は有機農法で岡山県では非常に信頼されている団体です。
その団体がボランティアとして動いたことが一般市民に大きな衝撃と安心感
を与えたのです。この団体ボランティアの概念が重要なのです。

　日本の地域コミュニティは伝統的に町内会、婦人会、老人クラブ、子供会
など地域諸団体によって運営されています。地域コミュニティの住民は義務
としてこの団体に所属して地域コミュニティの運営に貢献します。即ち個人

ボランティアより団体ボランティアの形式が日本人には心理的抵抗が無いの
です。
　結論を言えば、ＮＧＯ（国際民間協力団体）は団体ボランティアである地域

の諸団体と国際協力に向かって手をつなぐべきなのです。これらの地域の諸
団体を通して一般市民の国際協カヘの直接参加が可能になります。もっと大

切なことは、地域の諸団体及び一般市民の協力は単なる金銭を越えたものが
あります。国際協力に必要な地域にある社会的資源が活用できます。
　この時点でＮＧＯ（国際民間協力団体）は組織の変革を求められます。地域
の諸団体はＮＧＯ（国際民間協力団体）の社会的信用を求めてきます。ＮＧＯ
（国際民間協力団体）は趣味の活動ではなくなってきます。また地域に生活
の根をもたない若いパワーだけの団体では社会的信用は得られません。地域
で職と家庭を持つ生活人が参加でき、しかも地域の諸団体と日常レベルでの
交流の永続性が求められてきます。
　現実的対応方法として「岡山国際協力機構」が発足しました。これは岡山
から国際協力する人の輪です。ＮＧＯ（国際民間協力団体）と地域の諸団体と

の接着剤の役割を果たすものです。

　最後にＮＧＯ（国際民間協力団体）活動は個人ボランティアの集合体活動か
ら地域の団体ボランティアとの連合の時代が来ており、それに対応した活動
が求められていることを提唱をいたします。

１９９２年｛早成４年18月２６日　水槽日
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中
治
彦
・
岡
山
大
助
教
授

　
（
社
会
教
育
）
▽
林
原
総
務
・

広
報
グ
ル
ー
プ
主
幹
の
モ
ハ
マ

ッ
ド
・
ラ
イ
ー
ス
さ
ん
１
－
ら

計
七
人
。
八
月
後
半
に
準
備
委

員
会
を
開
き
、
正
式
発
足
さ
せ

た
い
と
し
て
い
る
。

　
葛
波
代
表
は
「
こ
れ
ま
で
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
、
よ
り
広
い
立
場
で
国
際

協
力
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
と

思
う
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

モ
ハ
マ
ッ
ド
ー
ラ
イ
ー
ス
さ
ん

は
「
私
が
初
め
て
岡
山
に
来
た

時
に
は
、
外
国
人
は
ほ
と
ん
ど

見
か
け
な
か
っ
た
が
、
今
で
は

街
の
中
で
普
通
に
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
国

際
協
力
の
土
壌
は
育
っ
て
い
る

と
い
え
る
わ
け
で
、
こ
の
機
会

に
私
の
経
験
を
含
め
て
、
素
晴

ら
し
い
活
動
が
で
き
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。

４

８月にも

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ア
ジ
ア
中
心
に
援
助

国
際
協
力
機
構
、
発
足
へ
｝
刎



ネパール王国ジャパ及びモラン地区

　　　　

　　　　　　　　　　　Dr.RameshwarP.Pokharel

背景

　１９９０年以後ブータン人が難民としてネパールに流入し始めました。当
初の数はそれほどでもなかったのですが、ネパール語系ブータン人が増加し
てきています。原因はブータン国内の政情不安です。現在の難民数は約７万
人です。毎日２－３百人が流入しています。最初はティマイに居住していま
したが新しいグループはマイダールに居住しています。更にパタリ（モラン）
地区へと広がっています。現在ではジャパ地区のベルダンジにも居住してい
ます。その波はジャパ地区のゴールドアップやジャルタールにも及ぼうとし
ています。

　難民に問する問題は家、食料、飲料水、衣料、劣悪な環境そして医療です。
適切な医療の受けいれがないために予防できる病気で死亡しています。
現在、多くの病人が積極的で持続的な医療を必要としていますが医療資源と
人的資源の不足のためキャンプ内では不可能です。これらの地区の多くの重
病人のために充分医療設備の整ったヘルスセンターが必要とされています。
毎日１万人当たり４人が死亡しています。

　難民キャンプの人達は伝染病、下痢（赤痢）、栄養不足、マラリアや他の
複雑な病気で死亡しています。キャンプ内には設備の整ったヘルスセンター
がないため治療のため遠距離の病院まで長時間かけて行かなければならない
のは患者にとって非常に苦痛です。近くの病院に受診する場合｡も問題があり
ます。病院には難民のための余分な予算、機能、マンパワー、ベッドがない
からです。難民治療は地方の病院にとっては完全に余分な負担なのです。し
たがって難民キャンプ内のヘルスセンターと地方の医療機関には大きなギャ
ップがあります。このような状況下ではＮＧＯが医療設備の整った第２次医療

ヘルスセンターを設置して難民キャンプ内ヘルスセンターと地方の医療機関
との中間的役割を効率的に果たしていく必要があります。難民キャンプヘの
視察によりこの問題は非常に重要であると認識しました。即ち、重病人に対
する緊急治療が早急に解決すべき問題であるということを。

　このような状況をふまえて、私達はジャパ及びモラン地区にある全ての難

民キャンプからアクセスしやすいダマック市に第２次医療ヘルスセンターの
設置をして活動を開始します。

５

-

-
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Timal一説キャンソ内にあるヘルス七ンタ

栄養失調により下肢の

浮腫がみられる子供

下痢による栄養失調の子供

著名な皮膚疾患のある子供

－６－



（目的）

　　１）ブータン難民に第二次医療の提供

　　２）難民キャンプ内ヘルスセンターに検査機能提供

　　３）難民キャンプ外部のネパール住民に医療提供（含むMobile Clinic ）
　　4）ネパール政府とＮＧＯ間の良好な協力関係確立

　　５）地方医療機関の補完

（開設場所）

　　Damak（ダマック市：下図参照）

（活動範囲）

　　ジャパ及びパッタリ（モラン）地区

（活動範囲内人口）

　　約１０万人

（活動期間）

　　１年間

（活動内容）

　　１）重症患者用入院ベッド１０－１５床設置

　　２）２４時間診療体制

　　３）血液、尿、便、痰等の検査機能

　　４）ｘ線及び超音波検査機能

　　５）リハビリテーション機能

　　６）栄養および健康教室活動

　　７）効果的な薬提供

（協力団体）

　　1）B.P.Memorial HealthFoundation
　　2）岡山国際協力機構

　　３）その他

印吻ΥμM4べ

梢江4N曼曼群yJEFu4εΓ　c政?9s　l｡J　。JE,¥IL.

　　　　　　　　　　　－7－
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Timai難民キャンプで
調査中のDr.Pokharel

Doctors' Group Aids Bhutan Refugees
By Kakuya l8hida

Daily Yomjuri Stafr1¥liter

　A Japanese nongovernmental orga-

nization，the Association of Medical

Doctor8 fbr A8ia (AMDA),ha8 1aunched
the fir8t medical relief operation8 in

Nepal,for more than 50,000 Bhutane8e

refugees。
　0n July 9，AMDA dispatched a

Nepalese doctor who was trained in

Japan， lt wi11 8end a Japanese doctor

and nurses in August and i8 now
accepting applications forvolunteer

medical practitioner8｡

　“Bhutane8e refugee8 have not
received a lot of attention in the ma88

N8palese origin who fled to Nepal via

lndia.The number of renlgeeIis a sig-
ni6cant portion of Bhutansspopulation

of about l,500,000.?he refugee圓have

fled,at a rate of 250 per day over the

arst three months ofthis year｡

　According to tha united Nations

High Commissionar for Refugees
(UNHCR)，several hundred refugees

the medical department at okayama

university aaer an inspection tour of
the refugee camp8 in June n)rthe med，

ical 8upport project.
　ＵＮＨＣＲ ａｎｄ ａ ｆｅｗ ｆｏｒｅｉｇｎ ｎｏｎ-

ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔａｌｇｒｏｕｐ畠are contributing

to relief operations by supplying fbod，

water，shelter and 自畠nit畠tion，butthey

are unabl9 to cope with the gl'owjng

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　－　　　　　－　　－ned to Nepal in early 1990， claiming　number ofrefugees.

that the Bhutan government hade8ca-　　Yamamoto said the camps’ poor con-

lated its per8ecution ofethnic Nepalese　ditions are deteriorating. The lack of
in recent month8 and reported beat-　medical personnel is especiaUy crucial.

ings,tortures and rapes.　　　　　　　　lnfant mortality i8 high mo8tly due to

　The nation’sroyalty reportedly fi3ars　malnutrition. Refugee8 with malaria，　The nation's royalty reportedly fi3ars
that Bhutan's traditional culture win

received a lot of attention in the ma88　be 8wanowed up by Nepale8e culture.
media.But medica1 8upport for them i8　The government reportedly ha8

urgently needed. lt is signincant that　enacted 8trong legi91ation to expel eth-

Mge are 8ending Japane8e and doctor8　nic Nepale8e.we are 8ending Japane8e and doctor8
f¥om other Ajian nation8 together to

that troubled area,”8aid AMDA repre-
sentative Shigeru Suganami｡

　The refugee8 are Bhutanese of

　“lt'8jut a matter of time bef1〕rethe

number of refxlgees reache8 100,000,"
8aid AMDA Secretary General Hideki

Yamamoto，an a88i8tant profe8sor of

８

mea8les and dysentery are common｡

　AMDA has 14 branches in Asia that
send doctor8 to troubled area8. 1t will

e8tabli8hanAsianmulthlationaldoctor8’

gToup among aU the branches in 1993 to
copewi餉字ntp�em8uh郎utural

di8a8ters and refugee8 in A8ia｡

　For more information， can AISIDA at
0862-84-7676.
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13th JLjy 1992.Mc縛1.

　　　　　　Folkw叩ofFaxmacNn●in廿禰←ｏ摂c●亀tirpoft

　　　　　　FollQw･3QfS●ttergiv●ntoSCFanda●cus騎dwithMr.Prakuh

　　　　　　Koi隠la.

　　　　　　V�t●dtoN･p●IR●d(yos･ sod●ly ofSc●and dsaJs紳dabout

●●po●･llll･･ Slairi pfogla膠n●lぽlh･『●』9･闘lnJh襄ｐ･．

ｗ戮IMr.11『看1●R覇IWlfi●pregrsywyl･gぬ･oldln昌IDrN●p･jR●d

Cila

14th Jtiy 1992.Tu●●.

　　　　　L●tt●「闘rx」txﾝth●N･paj R●d CrQss.

　　　　　Vis磯●dtoMlnlstry of Health lof ajty t●●Fax madlin●.

　　　　　3.30 PM m●t with AMDA -N●pal ●x●culv● m●mb●r● 巣nd

　　　　　discuss●dlnd●tallaboutth● PR）tj●ms and oonstrains ofth●

　　　　　p哨●ct and flnallyw● 陣曇ch●dtoか●oonciuslon that，any way

　　　　　we hav● to stali any actlv晦恥th● Bhut襄n・●s●「efuQ･esln

　　　　　Jh苓a由tyict N郷嘱L

Get叩5 AM lfxiL●av●dlorTMalr織Jg●●camp at6.45AM.
e.16AMr軸cMdatTlmaJr●fug●●c塀7冪)．

Obs●lv●dth●h●althcamparxjlr●atm●ntroom，

DScuss●d with local p●op4●about th●|｢lmm●dlat･ probl●ms
暮nd th● sald that Tarpd●n●(Plutlc)shs●ts for roof ls lackjng

andd
Ztow●ar

andh帖lth P19bl●ms ge m4o｢礁lpr●専制lt.
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th●｢●wu no v･hlcal to tinsf●rh●『to oth●rhospltals and was

w簒ltjn91or transpoftatlal，
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problems which th●y●r●f●dng daytQd禽y， Sh● sald laek of

M●dicln● andM●npa轟喝r l●th●tiQg●st probl●ms,no ●ff●etiv●

r●f●rralsyst●m， so many s●rious patlents ar● not 9●ttln9　　　～

Sp●clajatte哺on.

W● sawthe schoolwas runnlnglnｉ●op●nir no huts and no
ti-,nom,nQI●brtDth●SChodd･ikir●n.

Th●r● was anoth●r probl●m of r●IIQlon ，b●caus● th●

oppurtunlsts get chafx溥tospr●adth●l「『●1191onwh●n●v●『th●y
雛●Ulafxj whlch caus●d th● dom斡tic quarr●l b●tw●●n th●

husband andwlf● and皺f幽l闘.
10.AM w● r●tum●d back to Damak ●nd a�v●d at 10.26

AM.aft●「arrlvln to Dlm&k,M「.Nalto,M「.K.Y●m●d● and th●|（

Qro4）障tumto
;&
thmarxju vla Blratn皐9●rAjrport，

10.30 AM l and on・ of AMDA-N●palls Sup●Msor Blaya w●nt

ba＆to BIrtamod by bus.lh●(e w● visit●dtx)蜘●SCF(UK)o精騎

巣nddiscu･帥d many剽ngandposib晦輯to
h●ゆbyAMDA-

N･paltsth･｢●fu9･･stxJtih●yw●『●talklng as k●●pingth･mln

r●謁rv●dand do not gav● u●Connml d●cis10n and sald w● wl

軸ndar●ptyl●tt●rtoAMOA･N●pajalMorxiay and th●n you do

l霖rtti｡
d with Dr. H㎡sh｡ha,,dra upr｡tl{AMDA,N｡pal

M●mb●「

●xplaln¶

isoprQI

W●iso

幽rt廿1･r･th●nh･isr●ady･oco-ordnat･!f?11o9a!きde･
luigned hlm to oor4act th●chalrmln�HospltajBoard and

propos● aboutr9●●carrp ln th●Hospltal ar●a lnd wat●「

fllt●rpl構nt ln U1●　ospit暮lpr●mlc●s暴nd Qlv●m● answ●「

tontrra〃ni　lnKattynsxiu.

R●tum●dto

似
lnaQar at3.30 arxj●rtv●dat 7PM.

7.30PM呻e●hl●dpho°●callfr㎝IMrN一oandμann●dtov�t 17thJulyFi.

n●xtday to the refug●eoamps. Aft●『1¶xingth●Pro9『amm●1　　　　　8AMw･nttoKoshlZonalHospltalandrn●●tDrYam日ahadur

s－㎝　3dllmla:?;;rな:;:2r;1:S，
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Zs:
w●do not
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　　■　　　
FI●●txlB1●ln●garlt4PM●㎡－isd BIr●訥●QsAjrpaisl　　　　　liS;。.AMDA･N●p●I Esoutlv●●ln t●1●phon●aboutl1●
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W●ta1 ●bout lh● pisbl●ms rtjallarlyon h●alth綿p●ctwlth
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0
;
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lathJjySst
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19thg Jjy 1992 Slll，

aa● olc･ ajxj m･･t Mr.TIr曾協RSW劃t㎜d

thlng● ●♭out lh● lhul●鴎●●●r●fug●●● ln

’w●f● ･』●opl馴i「･9 ●om●tllig ta do lorth・

n@t d●dd●d whll ts do. Aft●「d鎚u謔10n h●

幽dw●mlght n●･d yoぽh･ゆlnoぽaclvltl・s so ifR is n･ed･d

th●nw●一alSw嘆●恥youpl軸馳heゆus.
Aft●rthlsw●vlsit●dto Mlnlstyy cylH●allh.

W● ●lso vlslt●d Epld●mlology s●ction of Mlnlstry oF，

H●●lth;wh●r●w● talk wlh dlr●ctor Dr.Mah●ndra Bahadur
　　　　　　Blsta.H●

　　　　　　Proposal

　　　　　　ryigliQ●t

20th July 1992, M㎝.

wa● v●ry co-op●ratlv● ●nd lks us to pr●par● th●

●fter tNs w● can Qo tQg●th･「to th･ mlnlst●r th●n w●

叩pfl3val卯lth●轄ld.

Vlsl●d SCF（UK）o楕e●tog･t「●plyl●tt●『and dlscuss●d idth
Dr.Chris vick●ryM●dlcaj dlrector.Butth●1●tterwas&galn●tour

prQposal and we m廳k● a hot dlscusslon wlth hlm and Qav●

th●machall●n9● too.

21st Jjy 1992､Tu錨．

Bhutan●●s●陣fuQ●● r●f●rrih●alth c●ntr●proposal drafUng

●ndw憾ng･

22rxjJuly 1992,W●d.

　　　　PrQposajrかdgussk3n,c11●ddng and r●-writlng･

2加Jiy1992,Thぽ審.

　　　　Proposal lni lxl:klQand s1ゐmisslon toth●B.P.M樹710｢ialH●alth
　　　　Found●lon o 帥lor n●c●ssary actjon on it ｡8.P.Memorlal

H●●11hFounddsl wyal● ●|一1●「tol1● Honour●♭1● St●1●

mlnl峰y ol H●●lthDr.R-bgln y●ds. r●qu●●lnglo glv･

－SSI,S罰St,。,l,｡，
　　　　W●v§S籍●dtS h●llimSSI●「bul b●eaus●Qf parilam●ntary
　　　　s馨面Ｓ姻1碑and朔伽一nol喘thlmtoday･

24thJiy 1992,F「1.

　　　　6.3QAmw●『itoMIri幽『sqUart●『to m●●thlm with Dr.C.L.Bhus㎡

　　　　txjtmlnlst●rwasoutofth●hot●●andwabd切18AMh●donot
　　　　r●tum●d.

　　　　10 AM oontact●d th●mlnlstry ol H･a肋wh●廿1･｢11･ ninlst●rls

　　　　in hi●offic●of not ,txjth●wunotlnhls�flc●，●v●naft●4PM

　　　　isohew鎚abs●ntlnNsolfic●sow●㎝Jld na me●t him ｡

25th JLjy 1992,Sltぽ，

　　　　VSt弑jl●Mu　　CUic，
　　　　M●●UngwtthSDA-N●pa19●㎜IM●mb●｢･.

　　　　AJlm･mb●f hu gtv●ncorryy･ltm●nttoheゆfrom ll･1r slde to th●

　　　　pro7amm● runn●d fof Blxltan軸s●r奪fug闘sbyAkjl)A.

2elhJuly1992,Stll.

At4PMlcαlta£i●d to th●Mlnlstly of H●alth and thl●lme th●

MIrdster was ln hl●�110●th●nh●g●v●u●lim●at4.30PMlxxlay

th●nw● (land Dr. Puup●tl R●Fi tr●概sur●rofB.P.M●morlal
H●alth Fourxjdon and m●mb●r of AMDA-N●paj also)w●ntto

Sml絢回剛tr幽幽卵opo簒ｇ明暉珊1紹j
●lso gav●th● 1●tt●rwritt●n by B.P.M●morlal H●alth

F偽11dalonλftg llt●fing ourld●＆&nd propos●l h● sald to

o�1●tomorrgwat10AMinNsolfic●fgn●c●ssarylyoo●ss.

27th July i992,Mon.

10AMlvl城●d to Miniitry of H・alth ･nd wit●d lor,Tgnlltsrtill

10.45 AM .Th●n Mirist●rcam● and ign th●propo事aj aft●｢

gvJn9 ●n o一－to th●conc●m●d dlvlslon for n●c●ssary actjon

lmm●dlat●l･

Alt●rthal.l馨牡sr軸nd秘lh●conc●mdMj㎝,lfQHow●d the l●tt●r
襄nd畠lso tllk●d ●bout lt wlh th● ehi●f of that dlvlslon

Dr.Mrs.Sunlti Ach簒rya.Sh● sald l shall pr●par●a l●tlerfor it

pl●as●w●ほ.Butlhadnotim●towalt b●caus●onth●sarn●day
atlt55AMlhadtob●1th･jり『PoittQ9obacktoJ･pan.

lwrot●襄|一●rto Dr､Nirmajabout&Il th●s●dev●lopm●nt arxj

sendtoNmthroughon●ofoursup●rvisor.

12.00noon lr●ach●dat
2.55PMla我K禽廿lmandu

1;l;a;a;kok.

難民キャンプ内における簡易水道

ＡＭＤＡ-Ｎｅｐａ１によるワクチン接種
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　　　　　　　　　　　　　　　　桑山紀彦先生

　７月４日より現地入りしていた熊沢さんの努力により、様々な障壁を乗り越えて８月２７日、よう

やくその９割方のプロジェクト内容が決定しました。

　余りに多くのＮＧＯが入りすぎた今のカンボジアでは、ＮＧＯの意味そのものが問われるような状

況となり、「それが現地の人の利益に長いタームでつながるのか」「撤退するときのことを考えて活

動しているのか」といった問いかけがＮＧＯ双方でなされ、全く新たに入るわれわれＡＭＤＡは実に

困難な状況にありました。

・現場のカンボジア人が自立できるようなプロジェクトを・・・

・援助が入りすぎているプノンペン周辺でなく、より郡部を・・・

・ＡＭＤＡらしい独自性を持ったプロジェクトを・・・

　こういった姿勢で臨みながら毎日慣れないオートバイと格闘し、真っ黒に日焼けしながらＳＵＲＶ

ＡＹしてきた熊沢さんの努力と根性が実り、以下のようなプロジェクトの概要が提出されました。

活動地；コンポンスプー県　プノム・スロッチ郡　郡病院及びその周辺

　　　　　（プノンベン市より車で約１時間）

活動内容；①郡病院の立て直し

　　　　　②郡病院に現在働くカンボジア人スタッフと共に地域のＰＨＣ

　　　　　③プノム・スロッチに帰還している帰還民の社会、精神的モニタリング及び健康診断

　　　　　④郡内の母子保健

活動人員；①医療一般・・・医師２～３名

　　　　　②モニタリング・・・医師（精神科医）とField officer

　　　　　③現場のカンボジア人スタッフ（通訳、運転手など）

　わたくし桑山は９月４日より現地入りし保健省、外務省とのプロトコール契約、ＨＣＲとの交渉（

ＱＩＰｓ適応に関して）を熊沢さんと共に行ってきます。

　またＡＭＤＡは９月１日より一軒屋を借りて、そこをＡＭＤＡカンボジアオフィスとし活動拠点に

しておりますので、見学の方など楽にお泊まり頂けます。

　日に日にＮＧＯの活動開始にはそぐわない状況が進む中で、７月より熊沢さんとは合計２１本に及

ぶ業務連絡を交わして参りました。桑山が帰国しました際には新しいＡＭＤＡプノンペン事務所や熊

沢さんの雄姿を収めて皆様にご報告したいと思います。

　最後になりましたが、これまで医師中心できた私たちＡＭＤＡはこういった熊沢さんのような「医

師以外の人材」を大切にしてゆく必要があると思われ、いつも大きな理解をくださいます菅波先生に

感謝しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上報告９２年８月２８日現在）
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（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
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＝
本
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津
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波
内
科
医
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内
ａ
は
九
月
か
ら
、
国
連
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帰
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い
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カ
ン
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ジ
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。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
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一
九
七
九
年

以
降
、
内
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状
態
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続
き
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多
く
の
難
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。
タ
イ
に
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三
九
二
万
人
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の
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が
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た
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内
戦
終
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、

国
連
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で
今
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帰
還
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。

　
カ
ン
ボ
ジ
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題
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Ａ
設
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一
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九
年
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開
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波
茂
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傷
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入
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ジ
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国
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師
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連
携
の
必
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Ａ
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。
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四
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ク
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精
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三
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入
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後
、
現
在
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大
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大
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院
に
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学
し
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い
る
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橋
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医
師
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三
〇
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＝
熱
帯
医
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を
同
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、

カ
ン
ボ
ジ
ア
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西
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バ
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バ
ン
市
に
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。
高
橋
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が
バ
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ン
市
に
設
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一
時
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入
れ
施
設
に
滞
在
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

タ
イ
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部
が
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薬
品
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給
な
ど

行
い
、
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イ
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境
か
ら
カ
ン
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ジ
ア
に
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に
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か
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病
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種
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数
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Ｍ
Ｄ
Ａ
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菅
波
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は
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ン
ボ
ジ
ア

難
民
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題
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
原

点
。
十
数
年
前
に
援
助
で
き
な

か
っ
た
人
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今
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療
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際
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い
き
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い
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と
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。
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入院病棟内部

外来の処置室手前にあるのは

ワクチン保存用の冷蔵庫。
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国際緊急救援NGo合同委員会（JJNj顧醸鰯髄鰻劉圖圖‐圖瞳難腫腫

　　　　　　アジア医師連絡協議会　林秀雄先生

　ＡＭＤＡの会員の皆様におかれましては、お変わりなくご活躍のことと存
じます。現在、私はＡＭＤＡよりＪＪＮのエチオピア・チグライ緊急援助プ

ロジェクトに参加しておりますが近況を報告させていただきます。

　JJN（JAPAN JOINT COMlrrEEOF NGO）では、REST（Relief
oceityof TIGREY）と協力してエチオピアの北部チグライ州に食糧援助と医
療援助を行なっており、ＡＭＤＡが医療援助を担当しています。食糧援助は

チグライ州西部のシレ地区が最も必要度が高いことからこの地区に重点的に
行なわれることになっています。医療援助に間しましてもシレ地区の状況は
決して良いものではないのですが、殆ど全てのチグライ州の状況は同様です
ので、とりあえず隣接するアクスム地区にある既存のアクスム病院で仕事を
することになりました。病院とはいっても一人の専門医もおらず薬品も不充
分であることに変わりはありません。
　エチオピアで医療行為を行なうにあたってはエチオピア厚生省の許可が必
要です。そのための事務手続きに（１ヶ月近くもの）予想外の時間がかかっ
てしまったことは残念に思われます。ともかくチグライ州に於ける医療の現
状といったものを私の知り得た範囲でご紹介したいと思います。
　現在私のおりますアクスム病院はチグライ州の中でも中西部に位置してい
るアクスム地方の基幹病院です。勤務しているのは院長をはじめ皆若い医師
ばかりで６人程です。全員が一般医といわれる人です。専門医は一人もいな
いのが現状です。もっともチグライ州全休でも専門医は婦人科の専門医が一
人チグライ州の州都メケレにいるだけだそうですから無理もないことのよう
に思われます。外科医の代わりに戦争中に養成されたフィールドサージャン
と呼ばれる人が多少の手術はこなしているのが現状です。検査室もあります
が、血算とblood　filn（マラリアの検査）・糞尿検査など簡単なものしかで
きません。

　アクスム病院には、GED（German Emergency Doctor）というドイツの
ＮＧＯが援助をしていたそうですが、彼らは現在アクスムの西方徒歩で８時
間程のアディエットという町にクリニックを運営しているとのことです。そ
こにドイツ人の看護婦１人と検査技師１人が駐在しています。
　アクスム病院には、現在ＧＥＤから派遣された大工さんが１人残って病棟
の修理をしています。病棟が修理中のため病院の入院患者数は制限されてい
ます。外科に関しても病棟が完成すれば（新築でなく補修）６０床を確保で
きる予定ですが現在は２０床足らずです。しかも時には通路にソファーをし
いて患者を収容しています。待別手術は手術室の修理が終了してからという
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ことになっているので現在は緊急手術のみ行なうことになっています。かな
り外傷（骨折等）が多いのに驚かされます。小手術は現在でもできますので、
創縫合など行なっています。手術室の修理完了後は甲状腺腫をはじめ人工肛
″-d･●●-●ﾐﾐ●W｀･-｀-w’門閉鎖などの患者が待機しているので活動は広がると思います．

　診療面では、透視装置（最近ＪＩＣＡより無償供与された）があるのです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　..･　Jk　●●-あｰ●●山●-S● -_　　圖.f-･一四　--一一ﾐ　．----．_--．－
が、放射線科医しか使用できないことになっているなど（実際放射線医はこ

の病院にいないのに）官僚主義的な規則第一主義もみられますが、院長に頼

　‾'･㎜■--=　　　　㎜･んで許可をもらい骨折患者の整復に際し使用させてもらいました。

おそらく英国流の分業制度の影響でしょうがこの国の実情にはそぐわない気

がします。病院には救急車がないので歩けない患者は担架で運ばれてきます。

　現在アクスム地方は雨期で道路は泥でぬかるみ非常に歩きづらくなってい

ます。この地方ではまだまだ裸足の人がかなり多くみられます。
この地方は水不足が深刻で雨期である現在ですら充分な水はありません。ホ
テルですら事情は同じです。蛇口をひねっても水は出ずバケツに１杯の水を

配給されます。
　雨期明け（９月）にはマラリアも増えるでしょう。しかし、若い病院の医
師達はいつでも急患に対応できるように院内に寝泊まりしています。私も病
院の近くのホテルに泊まって待機しています。いろいろと不便なこともあり

ますが、私達の力を活かせる場所でもあります。
　この地の患者さんあるいは人々のために会員の皆様のご理解とご協力をお

願いいたします。

地雷で指を吹きとばされた子供の治療｡(壊疸を起こしており、

破傷風の危険があった｡)アクスム病院にて。
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振
す
る
シ
ダ
モ
州
の
町

ド
ロ
オ
ド
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

は
木
の
枝
や
枯
れ
草
で
ふ
い
た

広
さ
一
畳
ほ
ど
の
粗
末
な
小
屋

「
緑
の
学
校
与
熱
心
に
学
丿
子
ご
も
碧

Ｈ
メ
ケ
レ
折
原
で
、
ユ
ニ
セ
フ
の
罪
良
世
さ
ん
奪
す

が
密
集
し
て
い
た
。
周
辺
の
土

地
は
か
ん
ぱ
つ
の
影
響
で
干
上

が
り
、
時
折
、
砂
あ
ら
し
が
舞

い
上
が
る
。
エ
サ
が
な
く
な

り
、
餓
死
し
た
ロ
バ
の
死
骸

（
し
が
い
）
か

散
乱
す
る
。
キ

ャ
ン
プ
の
周
り

に
は
、
土
を
盛

っ
た
だ
け
の
人

間
の
ａ
が
日
ご

と
に
地
え
て
い

く
。

　
一
年
半
農
に

。
’
二
千
五
召
人
だ

っ
た
町
の
人
口

か
、
今
は
七
万

こ
千
人
。
十
孔

歳
以
下
の
子
ど

も
が
半
数
を
占

め
る
。
ソ
マ
リ

ア
か
ら
の
難
民

の
ほ
か
、
以
前

エ
チ
オ
ピ
ア
の

内
戦
を
逃
れ
て

ソ
マ
リ
ア
に
避

一
し
、
戻
っ
て

き
た
埋
憬
£

い
る
。

　
県
民
キ
ャ
ン

プ
か
ら
十
Ｊ
ほ

ど
爾
を
脚
れ
る

た
時
も
、
ハ
ビ
パ
と
い
う
名
の

四
十
斌
の
母
聊
が
、
七
人
の
子

ど
も
を
連
れ
て
讐
の
み
参
の
ま

ま
で
簑
っ
て
き
た
。
母
親
は
う

つ
む
き
か
ち
に
「
央
が
内
戦
で

　
　
　
　
　
死
ん
だ
。
食
ぺ

ソ
マ
リ
ア
国
境

毎日150人超す流入

かんばつ･飢餓が深刻に

Ｆ

Ｅ

だ
に
乗
っ
て
、
毎
日
百
。
血
十
人

以
尤
が
逃
げ
込
ん
で
く
る
。
大

半
の
八
々
の
所
持
金
は
せ
い
ぜ

い
二
千
ソ
マ
リ
ア
釣
、
一
米
＆
ａ

こ
型
『
’
こ
Ｉ
ぷ
。
我
々
が
訪
ね

物
が
も
ら
え
る

か
ら
こ
こ
に
来

た
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
で
は
、

約
一
年
前
か
ら

非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
『

画
境
な
き
医

師
団
』
（
Ｍ
Ｓ

Ｆ
）
オ
ラ
ン
ダ

支
部
が
救
復
活

励
を
荊
け
て
い

ゐ
。
今
年
四
月

か
ら
は
、
エ
チ

オ
ピ
ア
政
府
と

国
連
が
協
力
し
て
末
格
的
な
食

料
援
助
も
始
ま
っ
た
が
、
道
路

事
情
が
悪
い
上
に
運
送
恵
一
が

足
り
ず
、
小
麦
も
一
人
当
た
り

必
要
量
の
四
分
の
一
し
か
配
給

で
き
な
い
。

国墳なき医師団Jの診察を

コニセフの擦良世さん写す

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
難
民
九
一

帰
り
両
端
調
査
に
よ
る
と
、
エ

チ
オ
ピ
ア
で
は
か
ん
ほ
つ
・
と
内

戦
に
よ
る
啖
衆
生
・
差
破
壊
、
家

畜
喪
失
の
た
め
に
離
村
を
糸
価

な
く
さ
れ
た
国
内
避
警
固
が
約

八
自
万
人
。
九
〇
年
末
以
来
、

ソ
マ
リ
ア
の
内
戦
を
避
け
て
趾

民
キ
ャ
ン
プ
に
来
た
磯
貝
が
杓

六
十
五
万
人
、
帰
還
民
り
り
一

十
五
万
人
に
辿
す
ゐ
。

離島のための診療所で

持つ馥子＝ドロオドで、

てすし炎ン邸吹か

ご｀なグの堅あ

　
数
力
門
前
ま
で
は
キ
ャ
ン
プ

全
体
で
Ｉ
Ｈ
半
周
約
四
十
人
が

。
死
ん
で
い
た
。
今
は
半
分
以
ド

に
滅
っ
た
が
、
死
者
は
幼
い
こ

ろ
か
ら
の
栄
蔡
失
同
が
た
た
っ

て
二
十
一
一
。
’
。
十
歳
の
鮨
き
盛
り

に
多
く
、
将
来
の
難
民
の
自
活

が
危
ぶ
ま
れ
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
に
は
四
つ
の
給
食

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

で
は
、
倚
と
汝
ぱ
か
り
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
乳
幼
児
を
抱
い
た

数
十
人
の
母
親
が
地
べ
た
に
貧

ん
で
し
ゃ
が

み
、
1
.
と
も
へ

の
栄
養
食
を
受

け
取
っ
て
い

Ｆ

ｇ
ｉ
Ｅ
Ｆ

の
ｒ
ど
も
が
物

を
飲
み
込
む
力

が
な
く
、
栄
養

食
を
ほ
う
ぜ
ん

と
Ｑ
つ
め
て
い

た
。
五
乖
の
男
児
と
一
緒
に
い

た
父
親
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
さ
ん

（
四
〇
）
は
七
ヵ
月
齢
、
一
と
七
人

の
子
を
遮
れ
て
ソ
マ
リ
ア
の
首

都
モ
ガ
デ
ィ
シ
オ
か
ら
豪
だ
。

　
「
秦
は
Ｉ
カ
月
肪
か
ら
病
気
で

禰
込
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
棄
て

四
人
の
子
を
已
く
し
た
。
兪
べ

吻
が
足
り
な
い
」
と
い
う
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
オ
ラ
ン
ダ
両
部
の
ア

デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
代
表
ア
ニ
タ
’
・

ヤ
ン
セ
ン
さ
ん
征
よ
る
と
ご
ハ

麟
以
下
の
子
ど
も
の
ホ
敬
が
飢

瞰
で
死
ん
で
い
く
。

　
別
の
一
別
に
は
医
療
テ
ン
ト

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
池
中
松

原
堅
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
オ
ラ
ン
ダ
支

邸
の
医
師
ア
ン
ヤ
・
ブ
ラ
ッ
キ

ン
グ
さ
ん
は
下
痢
や
結
核
、
肺

炎
な
ど
を
併
発
し
た
。
于
を
指
さ

し
、
『
あ
と
Ｉ
二
百
の
命
で

す
。
母
親
が
途
中
か
ら
連
れ

て
こ
な
く
な
っ
た
。
お
そ
ら

く
、
一
院
で
は
食
べ
恂
が
も
ら

え
な
い
と
恵
っ
た
か
ら
で
し
ょ

G

4
j
U
p
4
2
。
飢
え
が
、
一

気
を
附
す
機
会
ま
で
邨
っ
て
い

た
。

　
●
緑
の
学
校

　
テ
ィ
グ
レ
州
は
一
九
七
五
年

以
果
、
州
の
自
決
を
目
指
す
テ

ィ
グ
レ
人
民
解
放
戦
線
（
Ｔ
Ｐ

Ｌ
Ｆ
）
の
拠
点
と
し
て
、
旧
政

府
軍
の
集
中
攻
撃
を
受
け
た
。

土
地
は
荒
れ
政
一
と
な
り
、
さ

ら
に
か
ん
ぱ
つ
も
加
わ
り
言
一

十
年
荊
に
は
半
分
以
上
が
森
林

だ
り
た
山
々
が
、
ほ
と
ん
ど
地

肌
を
む
き
だ
し
に
し
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
創
立
者
の
一
人
で

あ
る
ア
ス
ラ
ト
州
知
事
は
『
森

林
破
哀
は
ま
き
や
罵
築
用
に
木

を
切
っ
て
き
た
せ
い
も
あ
る

が
、
祠
恢
す
る
た
め
の
植
林
を

す
る
た
び
に
爆
撃
さ
れ
た
影
響

の
ほ
う
が
大
き
い
』
と
し
た
土

で
、
「
平
和
を
勝
ち
取
っ
た
今

こ
そ
、
人
民
が
全
力
で
国
土
再

登
に
取
り
組
む
時
だ
と
意
気

込
む
。

　
州
都
メ
ケ
レ
郊
外
の
メ
セ
ボ

山
で
は
、
十
年
前
か
ら
周
辺
住

民
か
爆
撃
の
合
間
を
縫
っ
て
は

植
林
を
祠
け
、
竺
百
万
本
の
苗

木
を
植
え
終
わ
っ
た
。
ま
た
、

旧
政
府
軍
の
爆
撃
で
州
内
に
。
ム

白
四
士
ハ
あ
っ
た
小
中
学
校
の

半
数
が
敬
一
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
大
き
な
常
緑
樹
の
下
に
子

ど
も
た
ち
を
秦
め
て
教
習
す
る

　
f
S
の
学
校
」
が
各
地
に
設
置

さ
れ
て
い
た
。
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　チャムロン氏を団長とする農業研修団が平成４年７月２０日から８月２日
までの日程を無事終えて帰国しました。全員が熱心な農業実践者でした。こ
の研修成果は東北タイ農村生活向上に貢献するものと確信しています。関係
者の方々のご尽力により岡山県が来年からの農業研修生受け入れ予算を組ん
でくれることになりました。本当に有難うございました。おかげをもちまし
て従来の保健医療面からの支援に加えて農業面の支援計画も加わり東北タイ
農村開発プロジェクトも充実してきました。
　岡山からの国際協力を地域ぐるみで支える組織として「岡山国際協力機構」

が発足しましたjアジア医師連絡協議会は「岡山国際協力機構」と密接な関
係のもとに東北タイ農村開発プロジェクトを進めていくことになりました。
　今後も関係者の方々の温かいご支援とご指導をよろしくお願い申し上げま
す。

　(農業研修団名簿)

1)Maj.Gen.Chamlomg Srimuang　　　　　Member of Thai Parliment-Leader

2)COL SirilakSrimuang　　　　　　　　　　　Pharmacist

3)Mrs, Patamavadee(vongsayanha)Narciso Co ordinator

4)Pol. COI. PrakitPemakitti　　　　　　　　　AgriculturalLeader in Kanchanaburi

5)Po1, Lt.Col. Roongroj Rusngrith　　　　　AgriculturelLeader in Cholburi

6)Mr.Khamduang Phasee　　　　　　　　　Farmer from Burirum

7)Miss Supaporn Singkum　　　　　　　　Teacher,farming in Sisaket

8)Miss Fakfahnung AsoketrakuI　　　　　　Dentist, farming in Nakornpratom

9)Miss Chutima Tipayatham　　　　　　　　Doctor, farming in Nakornpratom

10)Mr. Kりjauepanijit　　　　　　　　　　　Farmer from Roi-ed

l1)Mr.Songrant Pakchokdee　　　　　　　Doctor, farming in Korat

12)Mr. Phanu Phitakphao　　　　　　　　　Farmer from South

　(研修先)

　１)高松農業協同組合

　２)加茂川町

　３)岡山県農業試験場

　(訪問先)

岡山県庁／岡山市役所／黒住教／林原生物化学研究所／山陽新聞社／岡山商

工会議所／岡山県国際交流協会／大和メロン／中国銀行／山本デンドロビウ

ム園／国泰寺／広島県庁／広島市／東京都庁／ＴＢＳ／日本経済新聞社／ＮＨＫ／

日本青年会議所／日本外国特派員協会／橋本龍太郎／アジア学生文化協会／

比叡山延暦寺／西本願寺／大阪工業会／高坂正尭／宝塚市長
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高松農業協同組合での実習風景
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国際交流講演会「タイの心」　　　　　　　　　　黒住教主黒住宗晴先生

岡山県’市会議員諸先生　　　　　　　　　　高松農業協同組合の方々

全員そろって帰国前記念撮影
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１９９２年（平成４年）７月２０日（月曜日）

　　-　毎　日　新　聞　　，y（夕刊）

タイ民主化

リーダー

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
の

招
き
で
二
十
日
午
前
来
日
、
大

　
タ
イ
の
民
主
化
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
ー
、
前
バ
ン
コ
ク
知
事
、
チ

ャ
ム
ロ
ン
氏
（
五
七
）
が
日
本
の
非

農
業
研
修
団
率
い
岡
山
へ

市
に
着
い
た
。
今
年
五
月
、
約

千
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
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関
与
し
な
く
な
る
よ
う
期
待
し

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
日
本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法

に
つ
い
て
「
タ
イ
の
隣
国
の
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
自
衛
隊
が
激
越
さ

れ
る
の
は
平
和
を
保
つ
た
め
と

思
う
。
タ
イ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
難

民
を
長
年
か
か
え
、
さ
ま
ざ
ま

　
　
　
暴
力
、
無
抵
抗
主
義
を

　
　
　
政
治
家
で
、
「
農
業
の

　
　
　
タ
イ
の
貧
困
を
救
う
」

　
　
　
念
の
持
ち
主
と
し
て
も

一
Ｊ
ｍ
七

厘
業
研
修
団
を
引
率
。

・
来
月
二
日
ま
で
岡
山
県
内
の
農

業
関
係
者
ら
と
交
流
、
有
機
農

業
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
講
演

会
な
ど
を
通
し
「
ア
ジ
ア
の
現
・

実
」
を
訴
え
る
。
　
　
　
　
　

一

　
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
記
者

合
見
し
た
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏

タ
イ
の
民
主
化
の
見
通
し

い
て
「
五
月
の
流
血
事
件

っ
か
け
に
タ
イ
の
民
衆
は

｛

主
義
が
い
か
に
重
要
か
わ
か
っ

な
問
題
が
あ
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
　
一
行
を
受
け
入
れ
る
の
は
、

日
本
、
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
十
三

力
国
の
医
師
ら
で
つ
く
る
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
、
菅
肢
茂

代
表
）
や
有
機
農
業
で
全
国
的

に
知
ら
れ
る
岡
山
市
高
松
農
協

　
（
藤
井
虎
雄
組
合
長
）
な
ど
。

　
一
行
は
有
機
農
業
の
実
習
を

行
う
の
を
は
じ
め
、
バ
イ
オ
農

業
関
係
者
ら
と
懇
談
。
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
は
総
選
挙
（
下
院
、
九

月
投
票
）
の
登
録
な
ど
の
た
め
、

期
間
中
一
時
帰
国
す
る
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
陸
軍
士
官

学
校
を
卒
業
後
、
米
国
留
学
。

て
き
た
。
今
後
は
軍
が
政
治
に

　
‐
‐
i
j
i
i
Z
;
Z
Z
Z
Z
Z
Z
:
Z
Z
:
Z
Z
I
Z
S
:
Z
Z
:
Z
Z
:
Z
Z

　
出
迎
え
る
人
た
ち
に
手
を
振

　
っ
て
応
え
る
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏

　
　
（
中
央
）
＝
岡
山
駅
で

2
0
日

　
正
午

バ
ン
コ
ク
知
事
時
代
は
、
汚
職

追
放
に
全
力
を
挙
げ
「
ミ
ス
タ

ー
・
ク
リ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
た
。

今
年
三
月
下
院
議
員
に
当
選
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ス
チ
ン
ダ
国
軍

司
令
官
（
当
時
）
が
選
挙
の
洗

礼
を
受
け
な
い
ま
ま
首
相
に
就

任
し
た
こ
と
か
ら
五
月
、
民
主

化
要
求
運
動
が
高
ま
り
、
氏
は

ハ
ン
ス
ト
で
抗
議
す
る
な
ど
し

て
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
次

一
期
総
選
挙
で
は
、
チ
ャ
ム
ロ
ン

　
氏
が
ど
れ
だ
け
軍
批
判
票
を
集

　
め
ら
れ
る
か
が
最
大
の
焦
点
と

　
さ
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
岡
山
へ
の

新
幹
線
で
「
民
主
化
運
動
を
応

援
し
て
く
れ
た
多
く
の
日
本
の

皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
」

と
語
っ
た
。
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取
れ
た
て
の
無
農
薬
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
タ
イ
の
実
習
生
と
｝
堵
に

盲
べ
る
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
＝
肩
山
市
吉
備
津
で
2
2
口
午
後
１
埓
半

’・ ・ ･ ･ ･ ･ ･ . ･ . ･ . ’ ・ 　 I . j ¶

糾ﾑ胞ｙ宕ん゛貌誦

谷g，

　岡山で
も農業研修

　
タ
イ
の
民
主
化
運
動
リ
ー
ダ

ー
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
（
五
七
罪
前

バ
ン
コ
ク
知
事
＝
が
訪
問
先
の

岡
山
市
で
、
多
忙
な
日
程
を
こ

な
す
か
た
わ
ら
農
業
研
修
に
励

ん
で
い
る
。
「
農
業
振
興
こ
そ

が
農
業
国
タ
イ
の
生
活
向
上
に

つ
な
が
る
」
と
、
引
率
し
た
研

修
団
と
共
に
有
機
農
法
の
講
習

を
受
講
。
二
十
二
日
は
、
タ
イ

の
農
民
服
姿
で
自
ら
田
ん
ぼ
に

入
っ
て
下
草
を
刈
り
、
畑
で
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
取
り
入
れ
た
。

　
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
が
来
日
し
た

二
十
日
夜
、
「
ア
ジ
ア
の
ノ
ー

ペ
ル
貫
」
マ
グ
サ
イ
サ
イ
貫
受

賞
決
定
の
報
が
伝
え
ら
れ
た
。

招
い
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
、
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
菅
波
茂

代
表
）
に
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
。
寄
宿

先
の
儒
波
代
表
宅
に
は
、
訪
問

者
が
後
を
絶
だ
な
い
。

　
し
か
し
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は

　
‐
1
1
1
払
は
学
び
に
来
た
。
多
く
の

人
ど
話
し
凸
い
た
い
一
と
、
謙
一

虚
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
　
一

雇月 E］ r茎椚１９９２年(平成４年)７月２４日 金曜日

-一一一一一一

一

-

　日本の付機農法を視察、研究　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ本の有機農法を導入して農

ずるため、岡山県を訪れてい　　　　　　　　　　　　　　村経済を立て直し、新しい国づ

るタイの民主化運動のリーダ　　㎜　　　　===　－　　　　くりをめざそうと、20日から約
一、チャムロン・スィームアン　　皿　　　　　゛　　　　　10日間の日程で岡山を肋れてい

氏（57）偕バンコク知事＝が23　

皿　

る。この日は、554の広大な歌
口、岡山県赤磐郡山陽町の県立　　　　　　　　　　　　　　地の中に点在するマスカットの

農業試験場を訪問。土づくりや　　　　　　　　　　　　　　実験農場やイネの品種改良に取

栽培技術を見学、生産から流通　　　　　　　ヽ　　　　　　り組んでいるほ場を意欲的に見
までの組織作りを勉強した＝写　　チャムロノ氏岡山　学。担当技術員らに熱心に質問

真。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。
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　Ｅに良能麻新闘

士９９２年(平成４年y7月２１日(火曜日)

匯副ﾆ覗月　　　　　I三]　　　　j§斤

　　１９９２年(平成４年)７月３１日　　金曜日

　
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
花
盛

り
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
や
無
医
村
で
救

援
活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
は
多
い

が
、
そ
の
現
状
を
「
多
く
の
国
か
ら

医
師
や
看
護
婦
が
派
遣
さ
れ
て
も
、

住
民
の
生
活
水
準
が
1
1
が
ら
ね
ば
、

医
師
団
が
去
っ
た
後
に
不
安
だ
け
が

残
る
」
と
指
摘
す
る
。

　
大
学
生
最
後
の
夏
休
み
に
、
邦
楽

サ
ー
ク
ル
の
旅
行
で
タ
イ
・
ク
ワ
イ

川
奥
地
の
少
数
民
族
村
を
訪
れ
た
。

　
［
薬
が
底
を
つ
く
と
す
ぐ
に
伝
染
病

が
ま
ん
延
す
る
。
そ
ん
な
現
場
を
見

て
、
現
代
医
療
の
限
界
を
思
い
知
っ

た
］
。
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す

た
め
に
、
医
師
は
何
か
で
き
る
の

か
。
ひ
と
つ
の
答
え
と
し
て
一
九
八

囚
年
、
ア
ジ
ア
十
三
力
国
の
医
師
四

白
人
が
連
帯
す
る
国
際
医
療
組
織

　
デ
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
」
（
略

称
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
を
岡
山
に
設
立
し

ャムロン氏を

　しけ･る

　　タイ民主化運動のリーダー、チ
ベ　農業視察に招いたＡＭＤＡ代表

さん茂
い
波

ル
菅

年
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
を
発

足
。
現
在
、
代
表
を
務
め
る
。
4
5
歳
。

　
理
念
は
「
ア
ジ
ア
の
良
き
医
療
、

良
き
将
来
」
。
タ
イ
東
北
の
農
村
で

二
年
前
か
ら
進
め
る
開
発
支
援
は
、

農
村
部
に
有
機
農
法
を
導
入
し
て
人

地
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
医
師
を
派
遣

し
て
農
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
息

の
艮
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
化
学
肥
料
で
土
地
が
荒
れ
、
破
産

し
た
概
民
が
流
入
し
て
起
こ
る
ス
ラ

ム
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
の

が
、
当
時
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ
ム

ロ
ン
氏
だ
っ
た
。
去
年
十
一
月
、
バ

ン
コ
ク
で
出
会
い
共
鳴
。
チ
ャ
ム
ロ

ン
氏
が
、
有
機
興
業
の
先
進
地
・
岡

山
の
視
察
を
熱
望
し
た
。

　
「
外
に
出
て
い
く
だ
け
で
な
く
海

外
の
指
導
者
を
招
い
て
日
本
の
技
術

を
持
ち
帰
っ
て
広
め
て
も
ら
う
こ
と

も
こ
れ
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
は
重

要
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
来
日
を
機
に

こ
５
し
た
活
動
も
注
目
さ
れ
て
い
く

は
ず
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
は
多
額
の
資

金
が
要
る
。
地
域
住
民
の
た
め
に
と

十
一
年
前
、
岡
山
市
の
郊
外
に
開
設

し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て

の
医
院
を
さ
し
て
『
借
金
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
す
よ
』
。
ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば

し
な
が
ら
、
目
は
輝
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
川
利
幸
）
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民主運動リーダー

チャムロン氏来日

　
タ
イ
民
主
化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
で

前
バ
ン
コ
ク
知
事
の
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏

日
写
真
Ｈ
ら
十
二
人
が
二
十
日
、
来

日
し
た
。
有
機
農
業
の
実
情
を
視
察

す
る
の
が
目
的
で
、
滞
在
先
と
な
る

岡
山
市
内
で
記
者
会
見
し
た
チ
ャ
ム

岡
山
市
で
会
見

ロ
ン
氏
は
「
研
修
の
成
果
を
タ
イ
国
威
し
て
い
る
と
い
ろ
『
。
チ
ャ
ム
ロ
ン

内
で
広
め
、
貧
し
い
農
家
の
生
活
向
氏
は
ヨ
ス
ト
の
低
い
有
機
農
業
を

上
と
タ
イ
農
業
の
発
展
に
つ
な
げ
た
広
め
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
ス
ラ
ム

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。
　
　
　
を
解
消
す
る
と
同
時
に
、
環
境
へ
の

　
一
行
は
チ
ャ
ム
ロ
ン
夫
妻
や
タ
イ
配
慮
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

の
農
民
、
農
業
指
導
者
ら
で
八
月
二
　
今
回
の
訪
日
は
タ
イ
農
業
の
振
興

目
ま
で
滞
在
。
岡
山
市
内
の
農
協
を
を
目
指
す
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
が
、
ア
ジ

訪
ね
、
有
機
農
業
に
関
す
る
実
習
や
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

懇
談
を
す
る
ほ
か
、
県
臓
業
試
験
湯
菅
波
茂
代
表
）
を
通
じ
て
岡
山
県
の

を
視
察
す
る
。
一
Ｔ
三
日
に
は
チ
ヤ
農
業
事
情
を
耳
に
し
た
こ
と
か
ら
実

ム
・
ロ
ン
氏
が
岡
山
市
内
で
講
演
、
交
現
し
た
。
一
行
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン

流
も
深
め
る
。
　
　
　
　
　
　
バ
ー
な
ど
の
家
に
泊
ま
り
研
修
を
続

　
タ
イ
で
は
化
学
肥
料
の
使
用
に
よ
け
る
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
は
二
か
五
日

る
コ
ス
ト
増
で
農
家
の
経
営
が
厳
し
に
一
時
帰
国
し
た
後
、
二
十
八
日
に

く
な
っ
て
お
り
、
首
都
バ
ン
コ
ク
に
再
来
日
、
東
京
、
広
島
、
京
都
な
ど

は
約
百
万
人
が
流
入
し
ス
ラ
ム
を
形
を
訪
れ
る
。
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「
タ
イ
の
心
」

ユ
ー
モ
ア
交
え
て
紹
介

　
タ
イ
で
五
月
に
む
き
た
首
相
退
陣
要
求
運
動
な
ど
一
連
の
民
主
化
運
動
の
中
心
と
な
っ
た
前
バ
ン
コ
ク
知
事
、
チ
ャ
ム
ロ

ン
氏
（
五
七
）
の
講
演
会
が
二
十
三
日
夜
、
岡
山
市
の
県
総
命
福
祉
会
館
で
開
か
れ
た
。
講
演
会
は
「
タ
イ
の
心
」
と
題
し
、
質

疑
応
答
を
含
め
約
二
時
間
、
’
続
い
た
。
タ
イ
の
置
か
れ
て
い
る
社
会
の
現
状
、
政
治
状
況
、
自
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
を
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
し
た
。
講
演
の
要
旨
を
紹
介
す
る
と
ー
－
。

　
農
業
と
タ
イ

　
農
業
に
興
味
を
持
ち
、
岡
山

に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仲
間

は
（
高
松
痩
協
の
人
た
ち
の
家

で
）
楽
し
く
薯
ら
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
言
葉

は
通
じ
な
い
が
、
心
で
通
じ
合

っ
て
い
る
。
農
業
の
問
題
に
言

葉
は
い
ら
な
い
。

　
タ
イ
で
の
産
業
は
、
ほ
と
ん

ど
農
業
だ
が
、
現
在
で
は
変
わ

っ
て
き
て
、
工
業
国
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
農
業
の
現
状
は
、
肥

料
、
農
薬
と
金
の
か
か
る
も
の

ば
か
り
で
、
農
家
に
残
る
の
は

借
金
ば
か
り
。
そ
う
い
う
人
た

ち
が
土
地
を
売
っ
て
農
業
を
捨

講演するチャムロン氏

て
、
バ
ン
コ
ク
に
出
て
き
て
工

場
の
労
働
者
に
な
る
。
タ
イ
は

工
業
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
投

資
は
歓
迎
す
る
が
、
工
業
が
あ

っ
て
農
業
が
あ
っ
て
と
い
う
の

が
理
想
と
思
っ
て
い
る
。

　
政
治
家
の
不
正

　
タ
イ
人
の
収
入
は
上
が
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ

は
一
部
だ
け
。
貧
し
い
人
は
ま

だ
ま
だ
多
い
。
タ
イ
の
女
性
は

　
「
商
売
の
女
性
」
が
多
い
と
思

っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
う

が
、
一
部
だ
け
。
実
際
、
金
持

ち
の
国
に
比
べ
た
ら
多
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
歴
史
を
振
り
返

る
と
、
貧
し
い
国
で
は
「
商
売

の
女
性
」
が
多
い
。
経
済
が
よ

く
な
る
と
、
減
っ
て
く
る
。
卸

え
て
、
心
の
教
育
を
し
て
い
け

ば
、
き
っ
と
減
っ
て
く
る
は
ず

だ
。
　
　
　
　
　
　
、

身

-

　
夕
で
の
政
治
は
、
よ
く
な
る

よ
う
、
色
々
な
問
題
を
解
決
し

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
「
そ
で

の
下
」
を
や
っ
て
い
る
政
治
家

は
、
ま
だ
ま
だ
多
い
。
不
足
し

て
い
る
の
は
［
手
が
き
れ
い
な

政
治
家
］
だ
。
多
く
の
政
治
家

が
選
挙
で
自
分
の
声
、
顔
を
売

る
た
め
に
金
を
つ
か
い
、
当
選

し
て
国
会
で
ワ
イ
ロ
を
集
め
、

ま
た
金
を
使
う
。

　
５
月
の
政
変

　
私
の
党
（
「
パ
ラ
ン
・
ダ
ム

党
＝
正
義
の
力
党
」
）
で
は
、

ま
ず
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
考
え
て

い
る
。
ワ
イ
ロ
を
や
ら
な
い
こ

と
、
う
そ
を
つ
か
な
い
こ
と
、

な
ど
だ
。
今
、
タ
イ
全
国
で
私

の
党
を
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
。
遠
い
地
方
に
行
っ
て
も
、

み
ん
な
関
心
を
持
ち
、
愛
し
て

く
れ
る
。
「
う
れ
し
い
な
」
と

思
う
が
、
投
票
日
に
は
違
う
人

に
入
れ
る
。
他
の
人
に
入
れ
た

後
で
も
、
「
チ
ャ
ム
ロ
ン
が
好

き
だ
」
と
い
う
。
投
票
す
る
時

と
愛
す
る
心
は
別
。
ど
ん
な
に

き
れ
い
な
人
で
も
、
貧
し
け
れ

ば
金
を
選
ん
で
し
ま
う
。

　
軍
は
自
分
の
権
力
を
守
る
た

め
に
は
何
で
も
す
る
。
政
治
家

と
意
見
が
合
わ
な
い
時
に
は
、

　
「
政
治
家
が
ワ
イ
ロ
を
や
っ
て

い
る
」
こ
と
を
理
由
に
し
て
ク

Ｉ
デ
タ
ー
を
起
こ
す
。
五
月
の
・

事
件
で
、
タ
イ
の
経
済
は
ダ
ウ
ー

ン
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
悪

一一

い
政
治
を
止
め
る
た
め
に
起
き

た
も
の
だ
。
今
ま
で
声
を
上
げ

な
か
っ
た
櫃
が
大
き
な
声
を
上

げ
始
め
て
い
る
。
タ
イ
で
は
も

う
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
起
き
な
い

と
約
束
す
る
。
民
衆
が
強
け
れ

ば
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
起
き
な
い
。

タ
イ
は
も
う
大
丈
夫
で
す
。

　
寄
付
す
る
心

　
私
個
人
の
こ
と
を
話
す
と
、

恵
ま
れ
な
い
人
へ
の
援
助
后
勣

を
暁
け
て
い
る
。
私
は
食
べ
る

の
は
少
な
い
、
使
う
の
も
少
な

い
、
仕
事
は
た
く
さ
ん
す
る
、

そ
し
て
余
っ
た
金
を
寄
付
し
て

い
る
。
食
事
は
一
日
一
回
だ
け

で
、
昼
か
ら
は
飲
み
物
だ
け
。

こ
の
ス
ー
ツ
は
外
国
用
で
、
普

段
は
農
民
が
着
る
服
を
着
て
、

ス
ー
ツ
は
パ
ー
テ
ィ
ー
や
公
の

場
所
だ
け
。

　
私
は
四
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は

ケ
チ
で
、
十
八
Ｉ
ツ
（
注
・
五

ト
円
）
の
金
を
寄
付
す
る
の
に

三
週
間
も
考
え
た
。
し
か
し
、

お
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
歩
ん

だ
進
を
懸
命
に
歩
み
始
め
て
、

お
釈
迦
嫌
が
す
べ
て
を
寄
付
し

た
こ
と
を
ま
ね
た
。
今
は
寄
付

ｔ
る
こ
と
に
盲
ぴ
を
惑
じ
る
。

　
「
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
」
を
受
賞

し
て
、
「
賞
金
は
ど
う
す
る
の
」

と
質
問
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
全

部
寄
付
す
る
。

　
指
導
者
養
成
の
学
校
を

　
人
に
与
え
れ
ば
、
必
ず
た
く

さ
ん
戻
っ
て
く
る
。
不
思
議
だ

け
れ
ど
真
実
。
も
し
信
じ
な
け

れ
ば
、
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
タ
イ
で
店
を
作
っ
た
。
「
興

味
深
い
店
」
と
い
う
名
前
だ
。

多
く
の
人
か
ら
使
え
そ
う
な
も

の
を
集
め
、
そ
れ
を
安
く
売
っ

て
、
収
益
は
寄
付
す
る
。
岡
山

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
よ

り
込
ん
で
い
る
。
「
も
う
か
っ

た
ら
い
け
な
い
」
会
社
で
す
。

先
ほ
ど
、
与
え
れ
ば
も
ら
え
る

と
言
っ
た
が
、
三
、
四
ヵ
月
前

に
は
、
世
界
で
一
番
高
価
な
口

Ｉ
ル
ス
ロ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

す
ぐ
に
売
っ
て
、
全
部
寄
付
し

た
が
。

　
私
の
最
大
の
目
標
は
、
タ
イ

に
国
の
リ
ー
ダ
ー
、
農
業
の
リ

１
’
ダ
ー
を
育
て
る
学
校
を
造
る

こ
と
。
人
間
が
よ
く
な
れ
ば
、

国
も
よ
く
な
る
。
人
々
の
た
め
、

社
会
の
た
め
に
働
く
こ
と
の
幸

せ
を
教
え
た
い
。

－29－
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民主化運動の旗手チャムロンさんの魅力は？

　
タ
イ
民
主
化
溜
動
の
旗
手
、
前
バ
ン
コ
ク
知
事
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
さ
ん
（
五
七
）
が
先
月
下
旬
か
ら
今
月
初
旬
ま
で
、
農
業
研
修
団
を
引
率
し
て
来
日
し
ま
し
た
。

　
「
五
月
に
起
こ
っ
た
流
血
事
件
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
素
顔
は
ど
ん
な
人
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
彼
を
中
心
に
、
あ
れ
だ
け
運
動
が
盛
り
Ｌ

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
（
京
都
府
相
楽
郡
山
城
町
、
広
瀬
み
ゆ
き
さ
ん
）
と
の
ご
質
問
。
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
密
着
取
材
し
た
社
会
部
、
高
橋
弘
司
が
豊

富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
独
自
の
分
析
を
加
え
ま
し
た
。
今
週
は
Ｑ
＆
Ａ
を
含
め
、
″
ト
ー
ク
面
国
際
編
″
を
お
届
け
し
ま
す
。

す’
■5･
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食
事
は
、
朝
の
一
良
だ
け
。

自
宅
で
は
ふ
と
ん
の
Ｌ
で
な

く
、
板
の
間
に
寝
る
。
た
ば
こ
、

酒
は
や
ら
な
い
。
バ
ン
コ
ク
知

事
時
代
は
汚
職
を
徹
底
し
て
追

放
し
、
給
与
も
「
軍
人
恩
給
が

あ
る
か
ら
」
と
受
け
取
ら
ず
。

　
「
ミ
ス
タ
ー
・
ク
リ
ー
ン
」
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
、

な
ど
な
ど
。

　
正
直
に
告
白
す
る
と
、
記
者

は
当
初
、
「
そ
ん
な
聖
人
の
よ

う
な
政
治
家
が
本
当
に
い
る
の
協
で
の
こ
と
で
す
。
チ
ャ
ム
ロ
る
と
、
一
人
だ
け
サ
ッ
と
別
室
グ
サ
イ
サ
イ
賞
の
受
賞
が
決
ま

か
な
」
と
半
信
半
疑
で
し
た
。
ン
さ
ん
ら
は
、
午
前
中
、
三
時
　
へ
。

　
身
長
約
一
七
〇
？
の
細
身
。
聞
み
っ
ち
り
有
機
農
業
の
講
習
　
そ
ば
に
い
た
日
本
人
た
ち

頭
は
刈
り
上
げ
カ
ッ
ト
。
ピ
ン

と
背
筋
を
仲
ば
し
、
い
つ
も
ほ

ほ
笑
ん
で
い
る
。

　
　
「
こ
の
人
の
ど
こ
に
あ
れ
だ

け
の
活
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
。

そ
の
ナ
ソ
が
知
り
た
く
て
、
朝

か
ら
晩
ま
で
密
着
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
来
日
二
日
目
、
岡
山
市
の
農

を
受
け
、
昼
食
に
な
り
ま
し
た
。
は
、
あ
然
と
し
て
互
い
に
麟
を

　
　
「
と
て
も
き
れ
い
で
お
い
し
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

そ
う
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
の

よ
う
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
」
。

農
協
啼
入
部
の
女
性
た
ち
が
手

作
り
し
た
料
理
を
前
に
、
彼
は

に
こ
や
か
に
お
礼
を
言
い
ま
し

た
。
　
し
か
し
、
あ
い
さ
つ
が
終
わ

麦
わ
ら
帽
子
に
農
民
服
姿
で
下
草
刈
り
を
す
る
チ
ャ
ム
ロ
ン
さ
ん
＝
岡
山
市
内
で
７
月
2
3
日

　
せ
っ
か
く
の
ご
ち
そ
う
で

す
。
「
日
本
に
は
『
郷
に
入
っ

て
は
郷
に
従
え
』
と
い
う
こ
と

り
ま
し
た
。
チ
ャ
ム
ロ
ン
さ
ん

は
、
小
祝
賀
会
で
も
水
で
乾
杯

し
ま
し
た
。

　
記
者
は
、
ま
た
、
朝
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
が
日
課
と
聞
き
、
同
行

し
ま
し
た
。

　
午
前
六
時
過
ぎ
。
彼
が
例
の

黙
々
と
ビ
ニ
ー
ル
を
拾
っ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
外
国
に
来
て

ま
で
、
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
姿
勢

に
、
私
は
自
ら
を
省
み
赤
面
す

る
思
い
で
し
た
。

　
岡
山
市
で
は
、
田
ん
ぼ
で
下

草
刈
り
の
実
習
も
。
ズ
ボ
ン
の

す
そ
を
た
く
し
上
げ
、
麦
わ
ら

帽
子
を
か
ぶ
っ
て
草
刈
り
機
を

押
す
姿
は
、
絵
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
自
ら
も
農
業
を
営
む
氏

な
ら
で
は
で
す
。

　
指
導
の
農
家
の
人
は
「
日
本

の
知
事
が
、
こ
ん
な
か
っ
こ
う

し
た
の
は
見
た
こ
と
な
い
」
と

飾
り
気
の
な
さ
に
感
心
し
て
い

ま
し
た
。

　
ハ
ッ
と
す
る
シ
ー
ン
は
、
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
だ

け
、
タ
イ
の
民
衆
が
燃
え
上
が

小
食
で
た
く
さ
ん
働
き
社
会
還
元

日
本
に
来
て
も
堤
防
の
ゴ
ミ
拾
い

麦
わ
ら
帽
姿
で
自
ら
草
刈
り
実
習

わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
少
し
だ
け

で
も
ど
う
で
す
か
」
。
組
合
長

は
し
き
り
に
勧
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
彼
は
一
向
に
応
じ

ま
せ
ん
。
「
少
し
食
べ
て
た
く
。

さ
ん
仕
事
を
し
て
余
っ
た
も
の

を
社
会
に
進
元
す
る
ん
で
す
」

と
哲
学
を
披
露
。
「
あ
な
た
も
、

や
っ
て
み
た
ら
。
も
う
十
三
年

に
な
り
ま
す
が
、
病
気
一
つ
し

な
く
な
り
ま
し
た
」
と
逆
に
効

用
を
説
か
れ
ま
し
た
。

　
来
日
初
日
、
デ
ジ
ア
の

ノ
ー
ペ
ル
貰
″
と
い
わ
れ
る
マ

農
民
服
に
ズ
ボ
ン
姿
で
澗
れ
ま

し
た
。
雑
草
が
生
い
茂
っ
た
堤

防
上
を
、
約
了
五
♂
。
運
動

不
足
気
味
の
私
が
、
へ
ぱ
っ
て

き
た
こ
ろ
、
彼
は
ふ
と
立
ち
止

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
堤
防

の
わ
き
に
落
ち
て
い
た
ひ
し
ゃ

げ
た
紙
コ
ッ
プ
を
拾
っ
た
の
で

す
。
　
バ
ン
コ
ク
知
事
時
代
、
た
び

重
な
る
洪
水
被
害
に
頭
を
悩
ま

し
た
。
捨
て
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ー
ル

が
排
水
路
に
詰
ま
る
の
が
］
囚

と
わ
か
る
と
、
一
人
で
早
朝
、

っ
た
の
も
、
結
局
、
□
だ
け
じ

ゃ
な
く
実
行
す
る
政
治
家
・
チ

ャ
ム
ロ
ン
さ
ん
に
夢
を
託
し
た

か
ら
、
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
　
「
彼
は
き
っ
と
、
タ
イ
の
ガ

ン
ジ
ー
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
な

る
」
。
同
行
し
て
い
た
タ
イ
紙

記
者
の
言
葉
に
、
こ
ち
ら
も
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
ム

ロ
ン
さ
ん
が
立
候
補
し
て
い
る

タ
イ
の
総
選
挙
（
来
月
十
三
日
）

が
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。
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（目的）

　岡山から国際協力を推進する人の輪である。岡山と海外との接点を拡大
し岡山の有する地域社会資源を国際貢献に役立たせると共に岡山の国際化
を日常生活レベルにおいて推進する。

　海外で活動するＮＧＯ（国際協力民間団体）はその努力により現地で高い評
価を受けている団体が多い。ただ日本国内のボランティア団体、地域団体
及び住民と密接な関係を持っている団体は少ない。一方、地域には海外現

地での活動に貢献できる多くの社会資源がある。岡山国際協力機構は海外
で活動するＮＧＯ（国際協力民間団体）と岡山の地元ボランティア団体、地域

団体及び住民との接点を拡大することと目的とする。

　（内容）

　　１）海外で活動するＮＧＯ（国際協力民間団体）の推薦する研修生（長期
　　　　／短期）を受け入れる。

　　２）岡山にある地域社会資源のＮＧＯ活動現地に技術移転をはかる。

　　３）海外で活動するＮＧＯ（国際協力民間団体）を通して一般市民･の国
　　　　際貢献への直接参加を促進する。

（対象）

　　１）難民支援

　　２）農民支援

　　３）留学生支援

（世話人）

　　世話人代表

　　世話人副代表

　　事務局長

　　世話人

　　世話人

　　世話人

　　世話人

モハメッドライース（株）林原総務／広報主幹

田中治彦（岡山大学教育学部助教授：社会教育）

今井龍祥（ボランティアグループアウトロー代表）
松田久（岡山青年会議所理事長）

黒往信彰（黒住教学院長）

宮尾後輪（株）ハヤト代表取締役
菅波茂（アジア医師連絡協議会代表）

（事務局）

　　岡山市丸の内１－７－１　（株）ハヤト　４階

（電話）0862-34-2410　（FAX）0862-22-8593
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毎　□　新　聞１９９２年（平成４年）８月３０日（日曜日）
ュース地域のニ

’
　
回
μ
　
　
″
。
・
・
…
…
一
臨
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１
優
渥
］
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チ

ャ

ム ロ ン

氏 来 県 を記念

海外ＮＧＯと連携どなたでも参加ＯＫ

　
タ
イ
の
民
主
化
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
が
七
月
に
来
県
し
た
の
を
記
念
し
、
構
想

が
持
ち
七
が
っ
て
い
た
「
岡
山
国
際
協
力
機
構
」
が
こ
の
ほ
ど
、
正
式
に
発
足
し
た
。
代

表
に
バ
イ
オ
企
業
「
林
原
」
の
総
務
・
広
報
グ
ル
ー
プ
主
幹
で
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
モ
ハ
マ

ッ
ド
・
ラ
イ
ー
ス
さ
ん
が
就
任
す
る
な
ど
、
国
際
性
豊
か
な
組
織
。
「
岡
山
か
ら
世
界
へ
」

を
命
固
葉
に
、
難
民
、
農
業
、
留
学
生
の
支
援
を
中
心
に
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

岡
山
市
に
留
学
生
交
流
地
区

　
岡
山
国
際
協
力
機
構
は
、
チ

ャ
ム
ロ
ン
氏
を
岡
山
に
招
い
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
「
ア

ジ
ア
医
師
連
絡
Ｓ
議
会
」
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
巾
）
の

菅
妓
茂
代
表
の
呼
び
か
け
で
発

足
。
「
岡
山
か
ら
国
際
協
力
を

推
進
す
る
人
の
輪
」
と
ゆ
る
や

か
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
根
本

に
、
「
海
外
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
、
岡
山
の
地
域
団
体
及
び

住
民
と
の
接
点
を
拡
大
す
る
こ

と
」
を
目
的
に
し
て
い
る
。
副

代
表
に
は
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
詳
し
い
田
中
治
彦
・
岡
山
大

教
授
、
事
務
局
長
に
今
井
蛎
祥

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ア
ウ
ト
ロ
ー
」
代
表
が
就
任
。

ま
た
、
世
話
人
に
は
哲
波
代
表

の
ほ
か
、
黒
往
信
彰
・
無
住
教

学
院
学
院
長
▽
松
田
久
・
岡
山

商
年
会
議
所
理
事
長
▽
宮
尾
俊

輔
・
「
ハ
ヤ
ト
」
社
長
が
、
名

を
迪
ね
て
い
る
。

　
同
機
構
は
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
留
学
生
の
た
め

の
「
岡
山
市
国
際
交
流
モ
デ
ル

地
区
」
の
設
置
を
予
定
。
岡
山

大
か
ら
五
ご
以
内
の
町
内
会
な

ど
？
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
し
っ
か

り
し
た
地
域
を
「
国
際
交
流
モ

デ
ル
地
区
」
に
設
定
し
、
留
学

生
が
「
ね
客
さ
ん
」
で
は
な
く
、

地
域
の
一
住
民
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
横
極
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作

る
。
そ
の
た
め
、
住
居
や
医
療
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
生
活
の
基
本

的
な
要
素
を
保
障
。
こ
れ
を
基

本
に
「
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
が
地
域
の
学
校
や
住
民
ら

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
。
。

今
年
度
中
に
地
区
を
設
定
し
、

来
年
度
か
ら
二
十
人
程
度
の
留

学
生
を
実
際
に
迎
え
て
い
く
予

定
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
の
来

県
を
記
念
し
、
タ
イ
東
北
部
の

義
民
を
支
援
す
る
た
め
の
「
東
一

北
タ
イ
農
村
基
金
」
を
設
置
す

る
こ
と
も
決
定
。
十
月
よ
旬
に

チ
ャ
ム
ロ
ン
氏
が
タ
イ
の
カ
ン

チ
ャ
ナ
ブ
リ
に
建
設
す
る
「
農

業
指
導
者
養
成
学
校
」
な
ど
を

助
ね
る
ス
タ
デ
ィ
応
４
ノ
ー
を

実
施
す
る
。
希
望
者
は
自
由
に

参
加
で
き
る
と
い
う
。

　
同
機
構
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
事
務
局
「
０
８
６
２

ふ
？
８
８
１
０
韮
バ
ヤ
ト
」

吻

－ - - -
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ハＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　に4東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル２０１

　　４む103(3706)4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1日～1992年7月31日）
１．外国人からの相談件数

　　　　　　　　４月　　　５月　　　６月　　　７月　　　　計

　　件数　　　１０３　　９５　１ １９　１ １０　　４２７

２．外国人相談者国籍別統計　（今月相談のあった国名のみ列挙）

国名

アメリカ

中国

フィリピン

カナダ

ブラジル

オーストラリア

ペルー

バﾝｸ'ﾗＦｼヱ

月件数

　　30

　　13

３
５
８
６
６
ｎ
／
″

累計

１
０
Ｇ
０
７
ｎ
ｈ
Ｕ

０
７
９
８
７
ｎ
ｎ
ｕ

４
１

64

45

パキスタン

イギリス

スリランカ

フランス

ニニI-ｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

韓国

イラン

ロシア

開設日からの累計

　　　1.53士

46

49

33

15

10

23

29

10

ガーナ

アイルランド

タイ

ミャンマー

コロンビア

ボルトガル

セーシェル

不明

合計　　　　１

　１

　１

　１

　１

　２

　１

　１

１０

１０

１３

１２

１７

７
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｉ

　1

79

３地城別内訳　(７月相談件数、開設時からの累計)

　東アジア　　　中国(13､170)日本(0､29)韓国(I､23)

　(14、222、14.5X)

　東南ｱｼﾞｱ　ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(3､96)台湾〔0､21〕ﾀｲ(1､7)ﾏﾚｰｼｱ(0､6)ｼﾝｶﾞﾎﾟ-11(0､8)

　(5、153、10.0X)ﾐｬﾝﾏｰ(1､9)香港(0､3)ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ(0､1)べﾄﾅﾑ(1､2)

　南アジア　　　ｒｷｽﾀﾝ(4､46)ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ(2､45)ｽﾘﾗﾝ11(1､33)ｲﾝﾄﾞ(0､13)ﾈｒ-ﾙ(0､9)
　(7、147、9.6X)ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(0､1)

北米　　　　ｱﾒﾘｶ(30､401)計夕゛(5､80)

(35、481、31.4X)

西欧　　　　　ｲｷﾞﾘｽ(5､49)ﾌﾗﾝｽ(4､15)ﾄﾞｲﾂ(0

(11、125、8.2X)ｲﾀﾘｱ(0､5)わﾝﾀﾞ(0､4)ｽｲｽ(0

15

4）

ｵｰｽﾄﾘｱ（0､3）ｽﾆ1ﾂﾄﾗﾝﾄﾞ（0､1）ﾌｨﾝﾗﾝ
ト

）ｽﾍﾟｲﾝ（0､8）ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ（1､12）

　ｽｳｪｰﾃﾞ゛ﾝ（0､3）

’（0､4）ﾎﾟj1ﾄｶﾞ|□1､1）

東欧　　　[lｼｱ(I､3)ﾁI]ｽｎ゛ｷｱ(Oj)ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ(0､1)ﾉ11ｳ1-(0､1)

【1、5、0.3X】

中南米　　　　7゛ﾗｼﾞ11(8､77)ぺﾙｰ(6､64)ｱﾙt゛ﾝﾁﾝ(0､10)]【】ﾝt:'ｱ(2､7)

(17、176、11.5X)ﾎﾞ･ﾘ1y･ｱ(0､5)ﾒｷｼ1(0､3)rﾊﾏ(0､4)ﾄ'ﾐﾆｶ(0､1)ｴｸｱﾄﾞル(0､1)

　　　　　　ｳﾙｸ゛ｱｲ(0､1)ﾊｲﾁ(oj)n°ﾗｸﾞｱｲ(0､n　ﾁﾘ(0､1)

ｵｾｱﾆｱ　　ｵｰｽﾄﾗﾘｱ(6､66)ﾆ1-ｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(2､10)

(8、76、5.0X)

アフリ力 ｒ-ﾅ（1､13）ﾅｲｼﾞｪﾘｱ
（

(2 38、2.5S）　ﾁ1ﾆｼﾞア（0､1）ｻ

　　　ｾｰｼｪﾙ（1､1）

ﾝﾋ

0､1

゛ｱ（

４

０

）ﾏﾘ（0､1）ｶﾒﾙｰﾝ（0

､1）ﾘﾍﾞﾘｱ（0､1）ス

2）

夕゛

　ｻﾞ

ン(0、

ｲｰ11（0、

2）ｹﾆｱ

1)

(0 １）

中近東　　　ｲﾗﾝ(1､14)ｲｽﾗIﾙ(0､11)ﾄﾙ](0､1)ｱﾗﾌﾞ首長国連邦(0､1)　ﾓﾘｯｺ(0､1)
(1、28、1､8X)
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４．外国人相談者居住地域

　　　　　　　７月

　　東京　　　　７２　　　８

　　神奈川　　　９　　１

　　埼玉　　　　４　　１

　　千葉　　　　　６

５．相談内容

累

６

８

１

８

計

！（５６

６（１２

８（７

５（５

目)言葉の分かる医師の紹介

(2)医療制度

(3)金銭問題・トラブル相談

(4)病気の説明

(5)その他
　　　　　　合計

2S）

2S）

7%）

6S）

フ月

９７

９

０

Ｎ
ｔ
ｙ

６．他機関からの相談件数

　　(ｏ病院

　　(3)マスメディア

　　　　ｔ １０

（機関別）

　　　　　　9.

　　　　　　2

他

不

合

県

明

計

　７月

　１０

　　９

１１０　１

　累

１５

１２

５３

計

5（10.11）

6（8.21）

1（100S）

　　累計

1 1 9 4（78.0X）

　1 3 1（8.6S）

　114（7.4X）

　　15（1.0S）

　　77（5.0S）

1531（100S）

〔2〕公的機関（大使館・自治体等）

（ＯＮＧＯ

　　合計

７．他機関からの相談・問い合わせ内容(複数回答)

　　(1)業務内容問い合わせ　　　　　　2　　(4)通訳・言葉
　　(2)医療機関紹介　　　　　　　　　1　　(5)診察補助表

　　(3)医療費について　　　　　　　　6　　(6)その他

センター報告

１　「１１ケ国語

診療補助表」が完成し、６月末より販売を開始しました。申し込み電話

相談の電話もかかりにくい程でした。日本にいる外国人の医療の現場で、

がいかに必要とされているかを電話をとりながら感じています。

ｎ
Ｊ
り
乙
４

４

５

１

．

２

が多く、一時は

　こうしたもの

マ　¶　WW■　＝〃-2　今回作成した診察補助表は必要最低限の事項のみですので、科別に対応するものを作

　ることになりました。電話等で希望の多い、歯科用・産科用にとりかかります。　９月５

　日に歯科用の翻訳者の最初のミーティングをする予定です。平行して産科用の準備にも

　入ります。
３　最近多いのは、医療機関からの相談です。初めて保険のない外国人患者を向かえての

　戸惑いが伝わってきますが、中には他へ回してしまいたいという逃げの姿勢のあるとこ

　ろも多いように感じます。お金の事、言葉の事障害はいろいろありますが、病院側の努

力やエ夫でずいぶん違うものにすることができます。

ばと思います。

鱈｡

－34

る
。
セ
ン
タ
ー
が
つ
く
っ
た
タ
ガ

ロ
グ
訥
や
ペ
ル
シ
ャ
語
な
ど
十
一

ひと

ま

ぬ

電
話

に

悲

鴫
を

あ

げ
て
い

さ＆
§

ゝ

工夫の仕方の選択枝を提示できれ

　　11力国語の診；

寥補助衰作成

ll

力
固
罰
分
の
Ｉ
’
診
察
補
助
表
」
に

一
カ
刀
で
六
百
件
近
い
申
し
込
み

が
相
次
い
で
い
る
か
ら
だ
。

　
吟
察
補
助
表
は
患
者
か
ら
医
師

へ
の
訴
え
だ
け
で
な
く
、
医
師
か

ら
患
者
へ
伝
え
た
い
内
容
も
絹
縮

さ
れ
て
い
る
。
申
し
込
み
の
半
数

は
病
院
や
医
師
ら
で
、
自
治
体
や

外
国
人
が
働
く
企
業
も
多
い
。

　
送
料
込
み
で
Ｉ
セ
ッ
ト
五
千

円
。
問
い
向
わ
せ
は
セ
ン
タ
ー
（
0
3

・
３
７
０
６
・
４
２
４
３
戸
へ
。
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外
国
人
の
医
原
聚
の
ぐ
っ
て
混
乱
が
起
き
て
い
る
。
言
葉
の
『
制
度
の
回
か
ら
十

分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
脚
状
が
悪
化
す
る
外
国
人
が
増
え
る
一
方
、
詞
院
の
側
で
も

医
原
費
の
米
払
い
の
増
加
と
い
う
悩
み
を
拘
泥
で
い
る
。
企
業
が
外
国
人
の
単
純
労
働

者
を
必
要
と
し
な
が
ら
入
管
法
ト
ほ
不
法
状
態
に
置
い
て
い
る
矛
盾
、
そ
し
て
、
日
本

社
会
の
外
国
人
に
対
す
る
理
解
不
足
の
し
わ
寄
せ
が
、
医
療
の
分
野
に
及
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
宗
・
社
会
部
竹
田
智
）

　
全
国
の
医
師
ら
で
つ
く
る

「
国
際
医
療
駒
報
セ
ン
タ
ー
」

が
今
春
、
首
都
圏
を
中
心
に

六
十
四
の
公
、
私
立
哨
院
を

調
酉
し
た
と
こ
ろ
、
診
察
し

た
外
国
人
の
う
ち
五
七
％
が

健
康
保
険
に
未
加
入
。
ま
た
、

保
険
が
あ
る
人
の
み
受
け
入

れ
る
哨
院
が
Ｉ
〇
％
、
治
療

費
な
ど
の
未
払
い
の
問
・
咄
を

Ｓ
－
Ｓ

拘
え
る
詞
院
は
二
八
％
に
上

っ
た
。

な
い
。
以
前
は
超
過
滞
在
で

も
外
国
人
登
録
衆
し
て
い
れ

ば
加
入
で
參
た
自
治
体
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
支
払
い
能
力

の
な
い
外
国
人
に
は
生
活
保

護
を
申
臍
し
医
療
扶
助
を
準

用
す
る
と
い
う
救
済
方
法
も

あ
っ
た
。
に
が
し
、
厚
生
省

¬

労
働
者
を
必
要
と
し
て
い
な

が
ら
不
法
な
状
態
に
置
き
、

加
実
に
即
し
た
人
権
保
障
を

し
て
い
な
い
」
と
批
判
、
当

面
の
対
策
と
し
て
①
外
国
人

登
録
衆
し
て
い
る
す
べ
て
の

外
国
人
に
国
民
健
康
保
険
へ

の
加
入
を
認
め
る
９
み
て

の
外
国
人
に
生
活
保
護
適
用

を
認
め
る
Ｉ
な
ど
の
提
言
を

し
た
。

　
保
険
に
禾
加
入
の
人
の
医

療
費
を
保
険
で
払
う
こ
と
に

は
抵
抗
が
あ
る
だ
う
ｐ
し
、

厚
生
省
な
ど
に
よ
る
と
、
外

国
で
不
法
滞
在
者
の
医
療
費

を
公
費
で
負
担
す
る
例
は
聞

か
な
い
、
と
い
う
。

　
し
か
し
、
日
本
社
会
は
現

実
に
外
国
人
の
単
純
労
働
力

身
に
な
っ
て
」
抜
本
策
を

は
今
年
四
月
ま
で
に
い
ず
れ

の
方
法
も
認
め
な
い
こ
と
と

し
た
。
国
憲
国
民
健
康
保
険

課
は
「
超
過
、
資
格
外
滞
在

者
に
適
用
す
る
と
不
法
就
労

を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
」

と
説
明
す
る
。

　
東
京
都
は
六
月
、
治
療
費

が
払
え
な
い
外
国
人
の
救
済

措
置
と
し
て
、
行
き
倒
れ
て

い
る
詞
人
を
助
け
る
目
的
で

朋
洽
時
代
に
つ
く
ら
れ
た

「
行
旅
詞
人
取
扱
法
」
を
三

十
二
年
ぶ
り
に
適
用
す
る
こ

と
を
決
め
た
が
、
救
済
範
囲

が
狭
く
、
根
本
的
解
決
に
は

つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

　
市
民
、
医
療
関
係
者
ら
で

つ
く
る
「
す
べ
て
の
外
国
人

に
医
療
保
障
を
／
・
連
絡
会
」

は
こ
の
ほ
ど
厚
生
省
に
改
善

を
蚕
卵
し
た
が
、
話
し
合
い

は
平
行
線
の
米
ま
。
松
田
瑞

穂
代
表
は
「
日
本
は
外
国
人

を
利
用
し
て
お
り
、
不
法
就

労
外
国
人
は
十
万
人
と
も
二

十
万
人
と
も
い
わ
れ
る
。
詞

に
倒
れ
る
外
国
人
、
そ
れ
を

助
け
た
医
師
が
そ
の
つ
け
を

払
う
と
い
う
現
実
が
あ
る
以

上
、
単
純
労
働
者
を
合
法
化

す
る
か
、
保
険
の
加
入
条
件

を
緩
和
す
る
か
、
あ
る
い
は

別
の
医
原
費
負
担
制
度
を
つ

く
る
か
な
ど
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
だ
。
け
が
も
ｙ
れ
ば

同
気
に
も
か
か
る
自
分
だ
ち

と
同
じ
人
間
、
と
の
視
点
が

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

　
さ
ら
に
、
言
葉
の
問
題
も

深
刻
だ
。
国
際
医
療
憐
報
セ

ン
タ
ー
に
は
外
国
人
か
ら

　
「
中
国
語
が
話
せ
る
医
師
を

知
ら
な
い
の
で
同
気
を
説
明

で
貪
な
い
」
「
保
険
の
仕
組

み
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
「
法

外
な
治
療
費
を
請
求
さ
れ

た
」
な
ど
の
相
談
が
Ｉ
カ
月

に
百
件
も
寄
業
り
れ
る
。

　
問
セ
ン
タ
土
印
長
の
小
林

米
幸
医
師
（
空
知
管
内
栗
山

町
出
身
）
は
「
制
度
だ
け
に

手
を
入
れ
て
も
根
本
的
な
解

決
は
な
い
。
弱
者
、
少
数
者

が
す
ぐ
隣
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
意
識
が
日
本
人
に
薄
い

こ
と
こ
そ
問
題
」
と
指
摘
、

医
師
と
患
者
が
意
思
の
疎
通

を
図
れ
る
「
診
察
補
助
表
」

を
十
一
カ
国
語
分
作
製
し

た
。
自
分
が
外
国
で
同
気
に

な
っ
た
ら
・
・
・
、
立
場
を
変
え

て
考
＆
し
み
て
ほ
し
い
。
厦
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、
考
っ
混
一
で
Ｔ

保
険
加
入
、
４
割
だ
け

。
国
際
化
時
代
〃
の
体
制
望
む

　
県
内
で
も
多
く
の
医
療
機
関
が
外
国
人
の

診
療
を
経
験
し
、
言
葉
や
診
療
費
支
払
い
な

ど
で
悩
む
ケ
ー
ス
が
φ
な
く
な
い
こ
と
が
、

県
国
際
交
流
協
会
（
中
村
直
理
事
長
）
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か
っ
た
。
県
内
で
の
外

国
人
医
療
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

初
め
て
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
雇
用
な
ど
で

本
県
を
肋
れ
る
外
国
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
だ
け
に
、
国
際
化
時
代
に
応
じ
た
体
制
整

備
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

っ
き
り
し
な
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
「
医
療
シ
ス
テ
ム

が
違
う
の
で
十
分
な
説
明
が
必

要
」
「
習
慣
の
違
い
で
薬
の
服

用
を
拒
否
さ
れ
た
」
な
ど
文
化

や
習
慣
の
違
い
に
よ
る
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
「
現
状
で
可

能
」
な
の
は
二
〇
％
前
後
。
・
医

科
で
三
四
％
、
歯
科
で
四
四
％

が
「
条
件
が
幣
瓦
ぱ
可
能
」
と

回
答
し
た
。
通
訳
、
保
険
加
入

の
ほ
か
日
本
の
医
療
制
度
・
習

慣
の
Ｐ
Ｒ
、
外
国
の
習
慣
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

　
「
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

て
い
る
」
「
ア
ル
ペ
ン
期
間
中

は
語
学
の
で
き
る
身
内
に
来
て

も
５
つ
」
な
ど
の
努
力
も
し
て

い
る
が
「
医
院
と
患
者
の
問
題

で
な
く
、
国
と
国
と
の
問
題
だ
」

　
広
が
る
経
済
問
題

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
＝
ア
ジ

ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
会
員

で
調
査
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
岩

井
く
に
医
師
（
国
保
広
田
診
縦

所
長
）
の
話
貴
重
な
意
見
を

の
意
見
も
。
「
県
な
ど
公
的
機

関
の
協
力
が
必
要
」
「
各
地
域

に
専
門
的
な
医
療
機
関
が
必

要
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　
－
カ
を

求
め
た
県
医
師
会
、
県
歯
科
医

師
会
な
ど
に
結
果
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
診
療
に
役
立
つ
各

国
語
の
問
診
麦
の
作
成
な
ど
も

検
討
し
て
い
る
。
調
査
結
果
は
、

同
協
会
の
機
関
紙
七
月
号
に
掲

載
す
る
。
九
月
に
は
長
野
県
松

杢
印
で
開
か
れ
る
日
本
国
際
保

健
医
療
学
会
に
報
告
す
る
予
疋

だ
。

寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に

感
謝
し
た
い
。
予
想
よ
り
も
保

険
加
入
者
が
少
な
く
、
経
済
的

な
問
題
が
岩
手
で
も
起
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
問
題
は

医
療
だ
け
で
は
な
い
。
多
く
の

人
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

36

し
た
。
外
国
人
登
録
数
の
多
い

自
治
体
や
来
年
二
月
の
世
界
ア

ル
ペ
ン
大
会
の
会
場
周
辺
の
町

村
な
ど
を
重
点
と
し
、
医
科
五

百
六
十
二
、
歯
科
百
十
一
の
計

六
百
七
士
二
施
設
を
対
象
と
し

た
。
回
収
率
は
医
科
四
三
％
（
二

百
四
十
一
）
、
歯
科
四
五
％
（
五

十
）
だ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
外
国
人
の
診
療

経
験
は
医
科
で
六
二
％
、
歯
科Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
″

・－－－－－Ｓ

六
四
％
に
上
っ
た
。
三
年
度
に

受
診
し
た
外
国
人
思
考
は
延
べ

五
百
九
十
八
。
女
性
が
男
性
を

上
回
り
、
年
齢
は
二
十
、
三
十

代
が
群
を
抜
い
て
多
い
。
患
者

の
出
身
地
域
は
ア
ジ
ア
が
半
数

を
超
え
、
次
い
で
北
米
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
。

　
医
療
保
険
加
入
は
医
科
、
歯

科
と
も
四
〇
％
余
に
す
昆
｀
か

っ
た
。
こ
の
た
め
「
無
保
険
者

で
費
用
を
持
参
Ｌ
な
い
た
め
納

入
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
た
」

　
‐
‐
‐
。
保
険
が
な
い
と
高
額
・
Ｃ
ｇ
り

徴
収
し
に
く
い
」
「
病
気
の
程

判
に
し
て
い
る
」
な
ど
医
療
機

閲
側
の
苦
曝
が
う
か
が
え
る
。

　
実
際
の
診
療
の
際
に
言
葉
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た
の
は
医
科

で
一
九
％
、
歯
科
で
一
二
％
。

通
訳
が
い
た
り
、
患
者
が
日
本

語
や
英
語
を
話
せ
る
場
合
以
外

は
身
ぶ
り
于
ぶ
り
も
交
え
て
苦

労
し
て
い
る
。
「
言
っ
て
い
る

こ
と
が
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
る

か
疑
問
」
「
患
者
の
訴
え
が
は



高橋央のロンドン便り⑦

　　　　　　　　　　　　　　　ランセットの嘘つき！
　私がこちらに来てからすぐに紹介されて知り合い、その後ずっと親しく近所付き合いさせていただいていたＫ先生ご夫妻が、７月の下旬東京にお帰りになった。
お二人はＪ医大の中堅の臨床医で、ご主人は麻酔科、奥さんは泌尿器科で、それぞれ近い
将来教授に目されていた方である。今回はご主人がSt.Gorge Hospita1で呼吸生理の研究
をされるために３年前こちらにおいでになった。奥さんも幸い日本の血液透析の認定医の
資格が認められ、ロンドンで一番大きいHammersmith Hospita1に臨床医として職を見つけ
られ、二人ともご自分の専門を生かすことが出来たラッキーなカップルである。

　週末によく泊まり掛けで寄せて頂いたが、ある晩夜中まで話し込んでいたときにご主人
がふとこぼされたお話はとても印象に残っている。
Ｋ先生は呼吸生理の世界的権威であるSt.GorgeのＨ教授の元で研究することが永年の夢で
あった。だから英国においでになった当初、彼の目標はここで立派な業績を上げ、東京に
帰ったら教授になることだった。彼の仕事は順調に進み、ラットの延髄にある呼吸中枢に
電気刺激を段階的に与えると呼吸リズムが無呼吸になる臨界点があることを発見した。
そのことをさっそくＨ教授に伝えると「うーむ、これはおもしろい。さっそくランセット
に投稿したまえ。けれどもドクターＫ、実験データのバラツキはあまり美しくない。いず
れにせよ追試が必要だが、ここの統計処理のＰ値にはＯを１つ付け加えていいんじやない
か。。。？」尊敬していたＨ教授にデータの改ざんを指示されたのは彼にとっては最初の
ショックであった。けれどもその後さらにたまげた事が起こった。ランセットに投稿した
後暫らく音沙汰がないなと思っていたら、英国人の別の生理学者がＫ先生のアイディアと
同じ仕事をして、それがランセットに載っているではないか！Ｋ先生はたいそう落胆し、
動揺したそうだが、ここで挫けなかったのが偉かった。同じ仕事を長くやっている人の強
みで「この英国人の仕事はデータとしては自分のよりまとまってるが、手法が乱雑だ。自
分の仕事をチィーティング（カンニング）しているに違いない。。。。。」と考えて気を
取り直して自分のデータの追試を行った。その結果分かったことは、相手の仕事はやり方
が雑なだけでなく、臨界点の現われ方の結果自体が間違っていること、自分の実験データ

はＯをチーティングするまでもなく精密であること、であった。
---&　--　　s･J&幽a6-

の
い
結
体
こ
れ

分
て
の
自
る
さ

自
し
そ
果
あ
載

は
ー
・
枯
で
掲

て
グ
た
の
密
に

し
ン
っ
方
精
ち

と
二
行
れ
く
直

タ
ン
を
わ
な
に

一
力
試
現
も
ト

デ
ぐ
追
の
で
ッ

は
グ
の
点
ま
セ

事
ン
タ
界
る
ン

仕
ィ
ー
臨
す
ラ

の
テ
デ
｀
グ
は
　
゜

人
一
の
く
ン
果
た

国
ィ
分
な
ィ
枯
れ

英
チ
自
で
テ
試
ら

の
を
て
け
Ｉ
追
め

こ
事
し
だ
チ
の
認

Ｆ
仕
直
な
を
生
が

で
の
リ
雑
Ｏ
先
論

み
分
取
が
は
Ｋ
結

を

倫が認められた。
日本にお帰りになる前、お二人はしみじみ
はしないよ。以前はランセットにいっぱい
けれど、もういい。だって、もう知ってし
、あんなのは英国人だけの回覧板さ。。。
お二人は帰京された後大学へは戻らず、ご
桁病院でパートタイムの仕事をされる。そ
卸登録が認められて、ロンドンの小さな病
たることである。Ｋ先生ご夫妻なら、二人
に行ける日もそう遠くないような気がする

医師登録が認
当たることで
観に行ける日

その後論争があったが、結局Ｋ先生の

実
っ
事
　
は
の
に
た

う
だ
て
　
ん
国
療
ま

も
夢
っ
　
さ
英
診
が

　
ヽ
が
だ
　
奥
の
ら
ラ

ら
の
き
　
　
ヽ
中
が
ぺ

た
る
つ
　
い
請
な
オ

っ
な
嘘
　
伝
申
し
の

帰
に
の
　
手
在
イ
ン

に
授
ト
　
を
現
ョ
デ

京
教
ッ
　
ク
ヽ
ジ
ー

東
て
セ
　
ッ
は
ン
ガ

Γ
し
ン
　
ニ
夢
エ
ト

　
・
表
ラ
　
リ
の
を
ン

た
発
｀
　
ク
今
活
べ

れ
を
よ
　
の
の
生
コ

ら
究
だ
　
家
人
の
て

お
研
ん
　
実
二
々
っ

て
の
た
　
は
お
日
立

っ
分
っ
ー
人
て
で
れ

語
自
ま
・
主
し
院
連

一
一

』-、

1
5
人
を
カ
ン
ボ

ジ
ア
な
ど
へ
派
遣

　
　
建
設
省
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援

　
建
設
省
が
本
年
度
か
り
創
設

し
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
国
際
協
力
を
支

筆
す
る
事
業
で
二
十
匁
口
、
糖

一
陣
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
タ

ン
ザ
ニ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
地
域
の
五
カ
国
に
五
団

休
、
計
十
五
人
を
派
遣
す
る
こ

と
か
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
卒
業
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
蜷
設

分
野
の
専
門
家
を
晦
外
に
派
遣

す
る
』
の
費
用
を
建
設
雀
か
補

助
し
、
歌
阿
援
助
で
は
手
が
屈

か
な
い
き
め
紹
か
な
国
際
協
力

を
す
る
の
が
狙
い
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
日
本
国
際

民
間
協
力
糎
関
（
京
都
）
か
ｂ

計
八
人
毫
送
る
。
問
国
墨
大
の

ト
ン
レ
サ
ッ
プ
翔
の
水
質
を
調

査
し
、
今
後
の
か
ん
が
り
生

活
溌
水
処
理
施
設
な
ど
の
計
圖

づ
く
り
に
役
立
て
る
。
こ
の
ほ

か
の
派
葦
先
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
井
戸

細
り
な
ど
の
技
術
指
導
を
す

る
。
　
篇
一
陣
は
九
月
初
句
に
も
出

発
す
る
。

術
協
会
が
今
年
度
か
ら
資
金
、
人

材
を
支
援
す
る
た
め
に
、
希
望
者

を
募
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
京
都

の
ポ
ラ
ン
テ
４
７
団
体
か
ら
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
湖
沼
の
水
質
潤

　
養
魚
池
、
た
め
池
と
水
害
防
止

策
、
簡
単
な
宿
舎
の
設
計
や
機
材

の
関
連
、
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム
の

提
案
な
ど
、
協
力
分
野
は
き
ｒ

わ
た
る
。
ポ
ラ
ン
テ
４
７
本
人
へ

雲

§配置?鰯

帚|
奮
を
し
た
い
」

　
と
の
申
し
出
が
あ
る
。
第
一
号

と
し
て
旅
費
を
補
助
す
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

　
外
務
、
農
水
、
郵
政
各
省
は
、

ポ
ラ
ン
テ
４
７
預
金
制
度
な
ど

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。
一
段
省
も
市
民
生
活
に
身

近
な
活
動
を
支
援
し
、
途
上
国

開
発
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
わ

け
。

の
支
度
金
、
旅
費
補
助
は
も
と
よ

り
、
現
地
業
務
費
、
語
学
研
修

費
、
専
門
家
の
紹
介
、
そ
の
人
物

の
出
張
中
の
給
与
保
証
な
ど
、
相

談
に
の
る
。

　
国
費
千
三
百
万
円
を
柱
に
、
初

年
度
の
予
算
は
二
千
万
円
。
建
一

省
国
際
錬
に
よ
る
と
、

　
「
ボ
ラ
ン
テ
４
７
の
方
は
、
相
当

の
奥
地
に
入
り
込
ん
で
い
る
し
、

私
た
ち
で
は
わ
か
ら
な
い
現
地
の

事
情
に
詳
し
い
。
将
来
は
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
と
の
リ
ン

ク
も
考
え
ら
れ
る
」

　
と
い
ワ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ｓ
爵
斎
雌
一
瞬

Asahl Shlmbun Weekly AERA

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
支
援
し
途
上
国
開
発
に
協
力
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高橋央のロンドン便り⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれの旅立ち
　英国の夏は気候が良いのでアウトドアの機会が多いが、別れの季節でもある。職場や学校の同僚、或いは地域のクラブ活動などをしていた人たちの間で去り行く人との
別れを惜しみ、彼らの前途を祝して小さなパーティーがあちこちで聞かれている。

私が通っている学校でもフェアウェルパーティーとかサマーパーティーと称して連日飲み

会がある。時間は午後５時すぎから８時すぎまで。場所は学校の正面にあるテニスコート

２面ほどのきれいな芝生の中庭である。雨降りの時は食堂の横にあるパブ（居酒屋）でや
Å

　多くの学生たちにとってこのパーティーはお互いの健闘を讃え、再会を誓い合うだけでなく、将来の人脈やコネを作る最後の機会でもある。
中国の河南から来たツィエは私の同僚で一番頑張った友人だ。天安門事件の後出入国の審
査が厳しかったらしく、彼は６週間遅れてロンドンにやって来た。英語の会話力がまだ十
分でなく、しかも初めてｰの西側生活で相当なカルチャーショックだっただろう。私は彼が
毎日図書館に通って分子生轍学と免疫学の教科書を借り続けていたのを知っていたから、
自分の使い古しの同じ本を彼にプレゼントした。扉に「ツィエ先生といつか中国で再会出
来ますように」と下手くそな漢文で署名して渡した。彼の眼鏡の奥が真っ赤になった。
ヨークシャーから来たジェーンは秋から医学部に入学する。こちらでは大学院まで行って
別の学問をすることは特に不思議なことではない。彼女にどうして医者になりたいの、と
野暮な質問をしたら「ヒロシみたいなプリティー（カワユイというのはどういうことか？
）なドクターになりたいのよ。」、とうまく交わされてしまった。
スーダン出身のアリは中東のオマーンヘ働きに行く。本当はサウジの病院で検査技師をす
ることになっていたが、湾岸戦争の際彼の国がイラクを応援したため、この話は流れてし
まった。「少し金が貯まったら国に帰って商売を始めようかと思っているんだ。」と語っ
ていた。彼ならきっと一旗挙げることだろう。
一方、オックスフォード大出身の才媛ジルはＭＳＦ（国境なき医師団）のメンバーとして
スーダンヘ出掛ける。彼女が働くことになる病院の患者は彼女の優しい笑顔に随分と心救
われるだろう。どうか頑張ってほしい。

　しかし彼らのように次の行き先が決まっている人は幸いである。実は今、この国は出口が見えない長い長い不況のトンネルの中にある。英国で大学院を出た人は大変なエリート
だが、それでも私の同級生の２－３割は秋になっても戦が見当らないだろう。
だからこのようなパーティーの場でも「何か、いい話ないかい？」、と笑顔だけれど本気
で仕事を探している学生をよく見かける。本当に気の毒で、何とか力になってあげたい気
がすることがある。けれども当人は結構あっけらかんとしていて、話がまとまらなくても

　「セラビィ！」なんて言ってウインクする。みんな逞しい。我々には卒業式がないので、グラス片手に教授と握手するのが学校との最後のお別れにな
る人もいる。卒業論文を提出したら、それぞれの旅立ちが待っているのだ。

　ロンドンの夏は10時近くまで陽が落ちない。よく冷えたワインでほんのり酔いが回った
ら、さあ今度はパブにギネスを飲みに行こうよ。。。。
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世
界
第
二
の
経
済
大
国
に
な

っ
た
日
本
が
、
国
際
社
会
の
一

同
と
し
て
の
役
割
を
ど
う
担
っ

て
い
く
か
。
自

衛
隊
の
海
外
派

遠
に
道
を
聞
く

国
連
平
和
維
持

活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

一
協
力
法
が
先
の

国
会
で
成
立
し

た
。
国
際
貢
献
、

国
際
協
力
の
在

り
方
に
つ
い
で

の
考
え
を
三
項

回
に
わ
た
っ
て

問
う
勺

Λ
参
院
だ
け
で
百
時
間
を
超
え

る
審
議
を
行
い
、
論
議
は
出
尽

く
し
た
▽
と
す
る
政
府
の
主
張

に
対
し
、
最
も
多
か
っ
た
の
は

　
「
も
っ
と
十
分
論
議
を
尽
く
し

で
ほ
し
か
っ
た
」
で
、
約
三
割

-

○－２－Ｏ

を
持
ち
、
「
別
組
織
」
を
入
れ

る
と
四
五
％
が
否
定
派
。
容
認

派
は
四
分
の
一
に
す
ぎ
ず
、
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
に
敏
感
に
反

応
し
て
い
る
。
反
対
に
高
齢
者

は
四
割
が
「
可
決
は
当
昂
と

〔外国人労働者の受け入れ〕

Ｐ
Ｋ
Ｏ
否
定
３
割
強

を
占
め
た
。

　
な
か
で
も
学
生
は
、
四
分
の

一
が
「
憲
法
違
反
」
と
の
認
識

　
　
　
－
－
－
－
－
－
－
－
Ｉ
　
　
　
ｊ

か
パ
ｍ

‐
‐
‐

‐
　

1
‐
1
司
決
は
う
然
」
と
受
け
止
　
鴻
忖

国
連
要
請
よ
り
憲
法
順
守

し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
高
齢
者
　
職
業
・
年
齢
な
ど
の
別
で
最

で
「
憲
法
違
反
」
と
考
え
て
い
も
「
論
議
不
十
分
」
と
感
じ
て

る
の
は
Ｉ
割
未
揖
だ
っ
た
。
　
い
る
の
は
女
性
で
三
五
％
。
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
学
生
で

　
「
地
球
環
境
悪
化
防
止
な
ど
の

研
究
援
助
」
の
三
三
％
。
「
国

連
や
発
展
途
上
国
な
ど
へ
人
材

を
派
遣
す
る
人
的
援
助
」
と
「
Ｏ

国論二分の状況表す

て
い
る
状
況
を
示

し
て
い
る
。
特
に

　
「
論
議
不
十
分
」

の
割
合
が
最
も
多

い
の
は
、
国
の
基

本
方
針
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
た
と
は
い
い

難
い
こ
と
を
回
答

者
が
感
じ
て
い
る

　
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
に
対
し
て
肯
定

的
な
人
と
、
否
定
的
な
人
の

割
合
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
は
、

国
論
が
二
分
さ
れ

－か
ら
だ
ろ
う
。
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ

　
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
行

政
機
構
）
へ
の
支
援
が
緊
急

を
要
す
る
こ
と
か
ら
先
の
国

会
で
の
成
立
を
目
指
し
た
よ

　
肯
定
的
か
、
否
定
的
か
、

い
ず
れ
に
し
ろ
意
見
が
は
っ

き
り
と
分
か
れ
た
の
は
、
Ｐ

Ｋ
Ｏ
法
に
対
す
る
関
心
が
非

常
に
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　
今
後
の
日
本
の
国
際
貢
献

は
「
カ
ネ
だ
け
で
は
ダ
メ
。

田中治彦助教授

岡
山
大
教
育
学
部
（
社
会
教
育
）

で
と
ら
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
外

国
人
が
日
本
に
庄

む
場
合
、
受
け
入

れ
る
側
は
衣
、
食
、

住
、
軟
膏
、
医
療
、

日
本
語
を
保
障
す

る
体
制
を
整
え
な

の
救
済
に
携
わ
っ
て
い
る
民

間
海
外
協
力
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

の
立
場
か
ら
み
る
と
、
肝
心

の
帰
還
し
つ
つ
あ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
人
々
が
求
め
る
も
の

と
、
国
会
で
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
論
議

に
は
大
き
な
ズ
レ
が
あ
っ

た
。
論
議
不
足
は
否
め
な
い
。

識
が
強
い
中
、
平
和
憲
法
を

逸
脱
し
な
い
こ
と
を
強
く
求

め
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
を
三
分
の
二
が
好
意
的
な

の
は
、
県
下
に
は
ま
だ
そ
の

実
態
が
顕
著
に
表
れ
て
な
い

か
ら
か
、
観
念
的
な
レ
ベ
ル

い
と
い
け
な
い
し
、
地
域
で

は
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
い

ろ
ん
な
あ
つ
れ
き
を
解
消
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ

な
い
と
い
け
な
い
。
そ
の
辺

の
心
構
え
と
い
っ
た
も
の
が

果
た
し
て
あ
る
か
ど
う
か
が

問
題
と
い
え
よ
う
。

　
・
〔
Ｐ
Ｋ
Ｏ
〕
協
力
法
の
成
立
一
　
想
字
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｊ
２
　
　
　
¨
’
　
　
　
　
　
　
　
ま

Ｑ
　
　
ぃ
こ
　
　

な
ど
の
経
済
的
援
助
」
を
比
較

へ
作
阻
ぽ
凌
ド
ツ
娠
順
二
Ｊ
ブ
ド
［
Ｊ
Ｉ
障
１
］
録
丿
闘
ｕ

と
答
え
、
外
国
人
労
働
者
に
対
て
、
現
在
日
系
外
国
人
に
の
み
分
。
「
制
限
を
強
化
す
べ
き
だ
」

グ
　
フ
印
決
は
う
然
」
と
受
け
止
　
の
プ
ヘ
言
心
願
　
拡
匯
　
匹
“
一
一
・
］
・
¨
］
¨
・
・
・
・
・
　
「
平
和
憲
法
を
逸
脱
レ
な
い
人
が
倍
に
上
っ
て
い
る
。
　
　
す
る
理
解
の
深
さ
を
示
し
て
い
三
年
間
の
就
労
が
認
め
ら
れ
、
　
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
ほ
ぼ

　
⊇
こ
言
わ
ｙ
か
ノ
ベ
「
あ
　
ぺ
俗
言
刑
あ
七
竹
筒
－
‐
町
バ
回
子
沢
言
一
一

一 三
・
・
’
。
　
範
囲
で
の
経
済
的
、
人
的
貢
献
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
男
女
、
年
代
を
問
わ
ず
同
他
の
外
国
人
の
期
間
に
は
厳
し
四
分
の
一
ず
っ
で
、
日
系
外
国

　
①
①
∩
に
⑤
言
胆
訃
墜
…
…

…・ ㈹
｛
一
一
作
・

’
｛
｛
一・
｛
｝
一
…
万
四
に
Ｊ
…
Ｊ
Ｊ
川
副
一
作
Ｊ

｀ い
労
Ｊ
Ｊ
一
ぺ
Ｊ
万
作
Ｊ
ｔ
ｔ
ｔ
。
万
言
い
ｔ
Ｊ
Ｊ
に
Ｅ
Ｊ
に
こ
つ
Ｊ
ご
…
万
ｙ
Ｊ
ぶ
圈
薗

　
足
首
、
椎
『
叱
気
仙
こ
か
回
割
　
に
。
工
作
瀧
　
―
ご
眉
言
三
丿
牡
夕
七
百
　
連
の
要
請
に
基
づ
く
世
界
平
和
　
　
　

［
犬
］
ｙ
」
二
九
」
七
」
　
　
　

か
と
い
う
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
つ
い
て
の
考
え
を
聞
い
た
と
こ
受
け
入
れ
」
の
段
階
ま
で
に
は
、

生
月
八
に
付
し
Ｉ
力
足
和
弘
　
法
二
　
劈
匹
‐
8
『
　
今
回
ｚ
白
白
つ
川
…
…
川
・
・
、
一
・
‘
』
、
’
‘
・
　
の
た
め
の
経
済
的
、
人
的
貢
献
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
め
る
割
合
が
多
か
っ
た
。
　
ろ
、
さ
ら
に
期
間
を
延
ば
す
な
ま
だ
ｒ
だ
至
っ
て
い
な
い
こ
と

乖
よ
白
ご
…
…
¨
・
゛
’
出
居
’
ハ
‘
’
」
は
　
カ
’
言
／
が
石
ぃ
ご
’
¨
・
『
一
・

’¨
’
・
・
ぶ
禰
二
心
尹
゛
し
・ …
…
…
〃
Ｅ
‘
ｙ
　
は
一
五
％
で
、
国
連
の
要
請
よ
　
三
分
の
二
の
六
六
％
の
回
答
　
と
こ
ろ
が
、
「
受
け
入
れ
る
ど
「
制
限
を
緩
め
も
っ
と
受
け
が
読
み
取
れ
る
。

　
ノ
討
１
１
上
」
’
・
ｊ
い
）
に
』
’
・
‐
肖
叫
ご
　
昌
゛
’
゛
…
…
‥
…
…
…
¨
｛
。
｛
｀
・
。
嘔
｀
・
｝
’
伴
｛
｛
゛
仁
…
…
　
リ
も
平
和
憲
法
を
守
る
方
に
重
者
が
「
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
に
対
し
入
れ
る
べ
き
だ
」
が
ざ
っ
と
半

　
二
号
片
肘
。
‐
‐
　
ニ
に
に
ら
ご
」
ハ
ブ
　
　
Ｋ
パ
　
　
　
こ
…
…
…
…
…
｛
…
…
…
…
…
…
衛
胆
判
こ
…
…
‥
’

‘
‘
¨
・

。
”
‥
。
”
’
・
¨
ゝ
’
、
　
　
　
　
き
を
置
く
人
が
多
い
結
果
と
な

・
▽
ゲ
。
宍
対
他
に
・
白
け
口
二
　
Ｐ
ｆ
．
　
　
…
…
…
…
…
ド
旧
洲
能
ご
…
…
…
…
　
　
　
　
っ
た
。

　
　
　
　
茫
仁
‘
・
父
　
・
・
回
Ｆ

ｙ
Ｊ
‐
‐
賜
匹
’
副
乙
尨
蛋
蓉
冨
硲
影
影
ｙ
ｊ
″
″

Ｊ
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１９９２年(平成４年)８月１５日　　土曜日灘〕三回](２１)

　
砂
漠
と
石
油
の
国
・
サ
ウ
の
製
薬
会
社
の
現
地
進
出
に

ジ
ア
ラ
ビ
ア
。
緑
は
ほ
と
ん
伴
う
事
前
調
査
だ
っ
た
。

ど
な
い
。
首
都
リ
ヤ
ド
は
、
　
　
「
ほ
ら
。
あ
そ
こ
と
あ
そ

そ
ん
な
砂
漠
の
中
に
こ
つ
然
こ
。
イ
ラ
ク
か
ら
ミ
サ
イ
ル

と
現
れ
る
。
市
街
地
は
、
高
が
飛
ん
で
き
た
」
。
リ
ヤ
ド

掴
ビ
ル
が
続
い
て
い
た
。
　
の
街
を
自
動
車
で
走
り
な
が

　
薬
剤
師
奥
田
朗
さ
ん
（
六
〇
）
ら
、
運
転
手
が
窓
越
し
に
指

さ
し
た
。
ビ
ル
の
一
部
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
空
。
日

中
の
最
高

気
温
は
四

〇
度
を
超

空
襲
警
報
。
大
阪
府
堺
串
で

両
親
や
兄
弟
と
逃
げ
ま
ど
っ

た
。
終
戦
時
は
十
三
歳
。
「
平

和
な
社
会
が
欲
し
い
。
そ
れ

が
あ
れ
ば
、
ほ
か
は
何
も
い
・

ら
な
い
」
と
心
に
感
じ
た
。

　
奥
田
さ
ん
に
は
、
現
在
も

う
一
つ
の
肩
書
が
あ
る
。
厚

生
省
の
外
郭
団
体
・
国
際
厚

え
る
が
、
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
　
生
事
業
団
（
事
務
局
東
京
）
　
…
　
…
一
一
一
一
‘
。
一
。
一
。
‘

て
い
る
。
油
井
火
災
の
影
響
の
開
発
途
上
国
派
遣
専
門
　
…
…
…
ぃ
・
。
‥
・
・
。

だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
　
　
　
家
。
医
療
分
野
で
日
本
が
ア
…
…
　
…
…
ｋ

　
一
昨
年
八
月
、

の
ク
ウ
ェ
ー
ト

侵
攻
に
端
を
発

し
た
湾
岸
戦

争
。
昨
年
二
月
、

戦
争
は
終
結
し

た
が
、
イ
ラ
ク

と
国
境
を
接
す

る
サ
ウ
ジ
ア
ラ

イ
ラ
ク
軍

ジ
ア
に
対
し
て
何
を
貢
献
で

日
本
は
ア
ジ
ア
に
何
が
で
き
る
か
。
奥
田
さ
ん
の
自
問
は
続
く

重
要
な
日
本
の
役
割

ビ
ア
に
も
戦
争
の
跡
が
残
っ

て
い
た
。

世
界
の
平
和
に
ど
う
貢
献

き
る
の
か
。
退
職
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
調
査
活
動
を
続

「
改
め
て
戦
争
の
醜
さ
、
け
て
い
る
。

医
療
状
況
を
調
査
し
続
け
て

き
た
。
大
戦
中
、
日
本
軍
が

侵
攻
し
た
国
も
多
い
。

　
日
本
は
戦
後
、
復
興
し
、

経
済
分
野
で
は
世
界
の
り
Ｉ

ダ
ー
国
と
な
っ
た
。
が
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
多
く
は
、
今
も

貧
し
い
。

　
　
「
平
和
の
大
切
さ
は
み
ん
な

分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦

争
は
絶
え
な
い
。
民
族
、
領
土
、

宗
教
な
ど
戦
争
を
引
き
起
こ
す

要
因
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の

な
か
で
も
、
貧
富
の
差
の
解
消
、

-

こ
れ
が
決
定
的
に

重
要
な
の
で
は
な

い
か
」

　
ア
ジ
ア
か
ら
日

本
を
見
詰
め
て
、

そ
う
思
う
。

　
　
「
日
本
は
世
界

平
和
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
。
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
、
国
連
平
和
維
持
活
動

　
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
な
の
か
・
・
・
。

戦
争
責
任
は
ど
う
償
う
の
か
。

終
戦
の
日
を
機
に
改
め
て
自
問

し
た
い
」

40

＝
山
陽
町
桜
が
丘
西
七
丁

目
。
昨
年
七
月
末
か
ら
約
二

十
日
聞
、
新
薬
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
つ
く
る
日
本
製
薬
工
業

協
会
（
事
務
局
東
京
）
の
国
悲
惨
さ
を
み
た
」
と
い
う
。
　
　
こ
れ
ま
で
に
フ
ィ
リ
ピ

際
協
力
専
門
家
と
し
て
サ
ウ
　
四
十
七
年
前
の
記
憶
が
よ
ン
、
タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
マ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
訪
れ
た
。
同
み
が
え
る
。
夜
を
染
め
る
暁
レ
ー
シ
ア
の
四
力
国
を
訪

国
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
日
本
夷
（
い
）
弾
。
鳴
り
続
け
る
れ
、
農
村
部
の
公
衆
衛
生
、



ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　　摩成４年度運営協力者
　　　(順不同敬称略)

以‾ﾄﾞの方々にご協力頂いています。有難うございます。

個人、団体

　　　岩淵　千利／満江（神奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　色平　哲郎（長野）、中山　れん太、カトリック東京教区インターナショ

　　　ナルデー委員会、松原　雄一

医療機関

　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、井上病院（千葉）

福川内科クリニック（大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）

　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

心老七

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、フアイザー製薬㈱、富士コカコーラボト

リング㈱、萬有製薬㈱、サンド薬品㈱、クラヤ薬品㈱、フアルマーマーケティン

グサーベイ研究所、三井物産、（有）都商会、グラクソ三共㈱、大鵬薬品工業㈱、

㈱医泉、薬樹㈱。

　　　　　　　　　　　以上年間１２万円

㈱ＴＶＣ山本、大森薬品㈱、カネボウ㈱

大塚製薬㈱、興和新薬㈱、日本新薬㈱

アイシーアイフアーマ㈱、キッセイ薬品工業（株）

永生病院

国際婦人福祉協会

年間５万円

年間３万円

　　　　　　　　　　年間２万円

パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈
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